
研

究

佐
賀
藩
蘭
学
寮
・
医
学
寮
の
創
設
及
び
変
遷
の
再
検
討

西

留

い
ず
み

は
じ
め
に

佐
賀
藩
は
天
保
元
︵
一
八
三
〇
︶
年
に
就
任
し
た
一
〇
代
藩
主
鍋
島
直
正
の
個
性
・

志
向
︑
福
岡
藩
と
交
替
で
務
め
た
長
崎
警
備
の
重
責
な
ど
か
ら
近
世
後
期
︑
他
藩
に
抜

き
ん
で
て
蘭
学
が
盛
ん
で
あ
っ
た
︒
杉
本
勲
氏
は
﹁
佐
賀
藩
の
蘭
学
は
他
藩
と
比
べ
て

医
学
か
ら
軍
事
科
学
へ
の
転
換
が
︑
比
較
的
早
期
に
し
か
も
き
わ
だ
っ
て
行
わ
れ
た
と

こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
﹂
と
述
べ
て
い

(１
)

る
︒
蘭
学
の
始
ま
り
が
医
学
で
あ
っ
た
こ

と
は
確
か
だ
が
︑
近
世
後
期
の
佐
賀
藩
に
於
い
て
は
医
学
寮
以
外
に
蘭
学
寮
︑
火
術
方
︑

精
煉
方
な
ど
が
そ
の
興
隆
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
︒
天
保
期
以
降
︑
こ
れ
ら
蘭
学
的
知

識
を
不
可
欠
と
し
た
役
局
が
多
数
設
置
さ
れ
︑
そ
の
ま
ま
存
続
す
る
こ
と
な
く
統
合
︑

移
転
︑
編
入
︑
廃
止
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
史
料
的
制
約
も
あ
り
︑
全
体
像
が
不
明
確

な
状
況
に
あ
っ
た
︒
近
年
︑
中
野
正
裕
氏
が
﹁
幕
末
佐
賀
藩
科
学
技
術
系
役
局
の
変

(２
)

遷
﹂

で
そ
れ
ら
の
役
局
を
﹁
科
学
技
術
系
役
局
﹂
と
し
て
総
合
的
に
捉
え
︑
図
表
を
提
示
し

つ
つ
こ
れ
ま
で
整
理
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
そ
の
変
遷
を
詳
説
し
た
︒

そ
の
成
果
の
一
方
で
︑
蘭
学
寮
の
創
設
時
期
が
一
次
史
料
に
基
づ
い
た
典
拠
が
な
い

通
説
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
︒
佐
賀
藩
の
蘭
学
寮
創
設
時
期
は
﹃
鍋
島
直

正
公
伝
﹄︵
以
下
﹃
公
伝
﹄
と
記
す
︶
の
記
述
を
元
に
嘉
永
四
︵
一
八
五
一
︶
年
と
さ
れ

て
き

(３
)

た
が
︑
生
馬
寛
信
氏
は
佐
賀
藩
の
大
配
分
で
あ
る
白
石
鍋
島
家
の
記
録
類
か
ら
蘭

学
寮
の
創
設
が
天
保
一
一
︵
一
八
四
〇
︶
年
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

(４
)

た
︒
但
し
︑
生
馬

氏
の
研
究
が
教
育
史
か
ら
の
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
︑
蘭
学
史
や
科
学
史
・
医
学

史
研
究
者
の
目
に
つ
か
ず
︑
看
過
さ
れ
て
き
た
︒
管
見
で
は
蘭
学
寮
の
創
設
時
期
を
嘉

永
四
︵
一
八
五
一
︶
年
と
し
て
い
る
の
は
﹃
公
伝
﹄
の
み
だ
が
︑
一
次
史
料
は
示
さ
れ

て
い
な
い
︒﹃
公
伝
﹄
は
大
正
九
︵
一
九
二
〇
︶
年
に
大
隈
重
信
監
修
︑
久
米
邦
武
編
述
︑

中
野
禮
四
郎
増
補
・
校
訂
と
し
て
編
ま
れ
た
書
で
︑
久
米
邦
武
の
手
に
よ
る
一
〇
代
藩

主
鍋
島
直
正
の
伝
記
と
言
っ
て
よ

(５
)

い
︒
佐
賀
藩
の
蘭
学
研
究
で
は
﹃
公
伝
﹄
が
典
拠
と

さ
れ
る
場
合
が
ま
ま
あ
る
が
︑
同
書
で
は
ほ
と
ん
ど
元
と
な
る
史
料
が
明
示
さ
れ
な

い
︒
伊
藤
昭
弘
氏
は
一
次
史
料
が
示
さ
れ
な
い
﹃
公
伝
﹄
を
典
拠
と
す
る
危
う
さ
に
つ

い
て
﹁︵
前
略
︶
典
拠
が
は
っ
き
り
し
な
い
話
を
前
提
に
︑
研
究
を
す
す
め
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
︒
こ
の
点
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
誰
も
問
題
に
し
て
こ
な
か
っ
た
こ

と
が
︑
筆
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
驚
き
で
あ
る
︒︵
後

(６
)

略
︶﹂
と
指
摘
し
て
い
る
︒
生
馬

氏
も
﹁
こ
れ
ま
で
の
佐
賀
藩
教
育
史
研
究
は
概
ね
後
世
の
編
纂
物
に
依
拠
し
︑
藩
制
の

日
記
・
記
録
︑
有
力
家
臣
の
記
録
︑
学
校
の
記
録
な
ど
︑
一
次
資
料
な
い
し
そ
れ
に
近

い
史
・
資
料
を
使
用
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ

(７
)

た
﹂
と
述
べ
て
い
る
︒
筆
者
も
全
く
同
感

で
あ

(８
)

る
︒
佐
賀
藩
蘭
学
史
の
基
礎
的
研
究
に
は
ま
ず
史
料
発
掘
に
努
力
し
︑
新
し
い
史

料
を
典
拠
と
し
て
周
知
と
さ
れ
て
い
る
見
方
に
修
正
を
加
え
︑
正
確
な
史
実
を
開
示
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
︒

今
回
︑
筆
者
は
佐
賀
藩
蘭
学
者
金
武
良
哲
の
日

(９
)

記
等
を
精
査
す
る
中
で
生
馬
氏
が
典
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拠
と
し
た
白
石
鍋
島
家
の
史
料
以
外
に
も
蘭
学
寮
創
設
が
嘉
永
四
︵
一
八
五
一
︶
年
以

前
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
史
料
を
見
出
し
た
︒
本
稿
で
は
従
来
の
佐
賀
藩
蘭
学
史

研
究
で
顧
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
生
馬
氏
の
指
摘
に
つ
い
て
︑
新
出
史
料
も
加
え
て
再

確
認
す
る
と
と
も
に
︑
蘭
学
寮
創
設
時
期
が
天
保
年
間
で
あ
っ
た
場
合
の
意
義
を
検
討

し
た
い
︒一

医
学
寮
の
変
遷

蘭
学
寮
創
設
時
期
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
前
に
関
係
の
深
い
医
学
寮
の
変
遷
に
つ

い
て
時
系
列
で
み
て
み
る
︒
尚
︑
佐
賀
藩
の
医
学
校
に
つ
い
て
は
﹁
医
学
館
﹂︑﹁
医
学

寮
﹂︑
そ
れ
ぞ
れ
の
表
記
が
交
錯
し
て
い
る
が
本
稿
で
は
史
料
と
そ
の
要
約
以
外
で
は

基
本
的
に
﹁
医
学
寮
﹂
に
統
一
す

(10
)

る
︒

医
学
寮
に
関
す
る
管
見
で
最
も
古
い
記
述
は
文
化
三
︵
一
八
〇
六
︶
年
︑
弘
道
館
教

授
に
任
命
さ
れ
た
古
賀
穀
堂
が
﹁
学
館
教
育
が
﹁
学
政
﹂・﹁
藩
政
﹂
の
根
幹
で
あ
る
﹂

こ
と
と
﹁
人
材
登
庸
・
人
材
育
成
が
政
治
の
根
本
で
あ
る
﹂
こ
と
を
説
い
て
九
代
藩
主

鍋
島
斉
直
に
提
出
し
た
意
見
書
﹃
学
政
管

(11
)

見
﹄
で
あ
ろ
う
︒
そ
の
中
で
穀
堂
が
医
学
校

建
設
を
説
い
て
い
る
部
分
を
左
に
抜
き
出
し
て
み
る
︒

︻
史
料
一
︼

(前
略
︶
医
学
館
ノ
義
︑
急
ニ
御
ト
リ
立
モ
相
叶
レ
サ
ル
事
モ
ア
ル
ベ
シ
︑
御
家
中

医
者
大
抵
六
十
人
計
ノ
由
ナ
レ
ハ
︑
右
ノ
人
数
ニ
テ
ハ
医
学
館
出
席
致
ス
コ
ト

モ
︑
老
医
ナ
ト
日
夜
ヒ
マ
ナ
キ
モ
ノ
多
レ
ハ
︑
大
惣
ノ
出
席
人
モ
ア
ル
マ
シ
︑
諸

陪
臣
ノ
医
・
町
医
・
郷
医
ナ
ト
︑
ヨ
ホ
ト
沢
山
ナ
レ
ト
モ
︑
コ
レ
又
家
業
方
イ
ソ

ガ
シ
キ
ナ
ト
ヽ
テ
︑
一
時
ニ
集
ル
事
モ
ア
ル
マ
シ
︑
シ
カ
レ
ハ
マ
ツ
学
館
ノ
内
ニ

医
学
館
ヲ
持
込
ニ
シ
テ
ソ
ノ
稽
古
寮
ヲ
立
︑
上
手
ノ
医
者
ニ
命
セ
ラ
レ
テ
医
学
寮

ノ
教
授
ト
シ
テ
︑
御
家
中
若
手
ノ
医
者
ハ
不
残
コ
ノ
処
ヘ
出
席
稽
古
致
ス
ベ
■

︵
シ

(12
)︶

要
約
す
る
と
医
学
館
を
急
に
創
設
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
ま
ず
弘
道
館
内
に
医
学

館
を
持
ち
こ
み
︑
上
手
の
医
者
を
教
授
と
し
て
稽
古
寮
を
建
て
若
手
の
医
者
は
そ
こ
に

出
席
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
当
時
は
ま
だ
九
代
藩
主
斉
直
の
時
代
で
︑
穀

堂
の
こ
の
意
見
書
は
す
ぐ
さ
ま
採
用
さ
れ
る
と
い
う
状
況
に
は
な
か
っ
た
︒
当
時
の
医

学
校
を
巡
る
状
況
に
つ
い
て
幕
末
期
の
佐
賀
藩
蘭
学
者
相
良
知
安
の
回
顧
録
︑﹃
相
良

知
安
翁
懐
旧
譚
﹄
の
中
で
相
良
が
左
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
︒

︻
史
料
二
︼

従
四
位
少
将
鍋
島
治
茂
公
の
代
に
成
つ
て
︑
同
公
が
文
学
を
好
ま
れ
る
所
よ
り
︑

大
に
同
藩
の
文
化
を
進
め
る
つ
も
り
で
︑
先
づ
弘
道
館
を
建
で
︵
マ
マ
︶︑
次
で
医

学
校
を
起
す
の
計
画
で
あ
っ
た
が
︑
サ
テ
第
一
資
金
の
定
格
が
な
い
︑
即
ち
予
算

の
出
所
に
困
つ
た
の
で
︑
之
れ
を
時
の
侍
医
牧
仲
禮
に
詢
ら
れ
た
︑
所
が
牧
は
︑

自
分
等
が
勤
務
の
余
暇
で
医
学
校
の
教
鞭
を
採
る
は
困
難
で
あ
る
︑
又
第
一
資
金

が
不
足
で
致
し
方
が
な
い
︑
故
に
こ
れ
は
外
様
の
有
力
な
る
壮
年
に
托
し
︑
そ
の

一
定
の
資
金
を
與
へ
て
専
ら
其
の
人
に
当
ら
し
め
る
が
良
策
だ
と
の
意
見
で
︑
終

に
其
門
人
古
賀
健
道
を
推
挙
し
た
︒︵
中
略
︶
此
の
古
賀
健
道
と
い
ふ
人
は
︑
号
を

朝
陽
と
い
ふ
た
人
で
︑
当
時
学
力
抜
群
と
称
せ
ら
れ
且
つ
資
産
も
富
有
で
あ
っ
た

か
ら
︑
右
の
牧
の
推
挙
と
共
に
奮
つ
て
其
の
任
に
当
り
︑
直
に
医
学
館
を
起
し
て

陽
︵
賜
カ
︒
以
下
賜
を
使
用
・
筆
者
註
︶
金
堂
と
名
け
た
︵
後

(13
)

略
︶
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要
約
す
る
と
鍋
島
治
茂
公
︵
八
代
藩
主
・
筆
者
註
︶
の
代
に
な
っ
て
藩
の
文
化
を
す

す
め
る
目
的
で
ま
ず
弘
道
館
を
建
て
︑
次
に
医
学
校
を
起
こ
す
計
画
で
あ
っ
た
が
資
金

が
な
く
︑
侍
医
の
牧
仲
禮
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
外
様
の
有
力
者
に
一
定
の
資
金
を
与
え
任

せ
る
の
が
良
策
と
の
こ
と
で
古
賀
健
道
を
推
挙
し
た
︑
そ
の
結
果
︑
古
賀
健
道
が
医
学

館
を
興
し
賜
金
堂
と
名
付
け
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
︒
古
賀
健
道
は
朝
陽
︑
仲
庵
︑
安

道
と
も
呼
ば
れ
る
佐
賀
藩

(14
)

医
で
あ
る
が
︑
本
稿
で
は
史
料
以
外
で
は
以
下
古
賀
朝
陽
で

統
一
す
る
︒
回
顧
録
の
記
述
に
よ
る
と
古
賀
朝
陽
が
建
て
た
医
学
校
は
賜
金
堂
と
呼
ば

れ
﹁
当
時
知
名
の
文
人
墨
客
︑
頼
山
陽
や
谷
文
晁
な
ど
が
時
々
佐
賀
に
来
る
こ
と
が
あ

る
と
︑
皆
右
の
賜
金
堂
に
滞
在
し
て
居
た
︵
後

(15
)

略
︶﹂
と
の
記
述
も
あ
る
︒

こ
の
古
賀
朝
陽
の
医
学
校
︑
賜
金
堂
に
藩
か
ら
多
少
の
資
金
供
与
が
実
際
に
あ
っ
た

か
は
不
明
だ
が
︑
い
わ
ゆ
る
私
的
な
塾
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
天

保
五
︵
一
八
三
四
︶
年
に
創
設
さ
れ
た
藩
立
の
医
学
寮
と
は
趣
を
異
に
す
る
︒
こ
の
賜

金
堂
の
場
所
は
地
図
上
で
言
う
と
八
幡
小
路
南
一
四
番
で
﹃
明
和
八
年
・
佐
賀
城
下
屋

鋪
御
帳
扣
﹄︵
以
下
﹃
屋
鋪
御
帳
扣
﹄
と
呼
ぶ
︶
の
記
述
を
左
に
あ
げ
て
み
る
︒

︻
史
料
三
︼

(前
略
︶
右
成
冨
千
兵
衛
与
馬
渡
高
雲
居
屋
敷
を
︑
生
野
圖
書
組
古
賀
仲
庵
江
売

渡
︑
如
願
相
済
︑
文
化
六
年
巳
七
月
︑
新
沽
券
状
買
主
江
渡

右
古
賀
仲
安
今

般
牢
人
被
仰
付
候
付
︑
文
政
弐
年
卯
八
月
二
日
︑
居
屋
敷
御
取
揚
ニ
相
成
右
牢
人

古
賀
仲
安
揚
屋
敷
を
︑
孫
六
郎
組
高
木
権
兵
衛
江
拝
領
買
︑
如
願
相
済
︑
文
政
弐

年
十
二
月
︵
九
月
︶︑
沽
券
状
当
主
権
兵
衛
へ
渡
ル

右
鍋
島
孫
六
郎
組
居
屋
鋪

を
被
御
買
揚
︑
執
行
玄
番
組
古
賀
安
道
江
被
為
拝
領
候
ニ
付
︑
文
政
六
年
未
九
月
︑

新
沽
券
状
当
主
へ
渡
ル

右
元
医
学
寮
隼
人
組
大
石
良
英
江
被
為
拝
領
ニ
付
︑
安
政
五
年
午
十
二
月
︑
新
沽

券
状
当
主
江
渡

(16
)

ル

順
を
追
っ
て
こ
の
記
述
を
み
て
い
く
と
︑
ま
ず
文
化
六
︵
一
八
〇
九
︶
年
に
馬
渡
高

運
の
屋
敷
を
古
賀
朝
陽
に
売
り
渡
し
た
︒
そ
こ
か
ら
判
断
す
る
と
賜
金
堂
が
建
て
ら
れ

た
の
は
古
賀
朝
陽
が
地
所
を
買
っ
た
文
化
六
︵
一
八
〇
九
︶
年
以
降
で
あ
る
︒
頼
山
陽

が
文
政
元
︵
一
八
一
八
︶
年
五
月
に
佐
賀
を
訪
れ
︑
古
賀
朝
陽
の
賜
金
堂
で
弘
道
館
の

諸
儒
た
ち
と
会
飲
し
た
と
そ
の
日
記
に
書
い
て
い

(17
)

る
の
で
文
政
元
︵
一
八
一
八
︶
年
の

時
点
で
存
続
し
て
い
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
︒
次
に
文
政
二
︵
一
八
一
九
︶
年
に
古
賀

朝
陽
が
浪
人
し
そ
の
地
所
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
の
記
述
が
あ
り
︑
朝
陽
の
失
脚
に
よ

り
賜
金
堂
は
終
焉
を
迎
え
た
と
推
測
さ
れ
る
︒
そ
の
後
文
政
六
︵
一
八
二
三
︶
年
に
古

賀
朝
陽
は
復
権
し
同
地
所
を
拝
領
︑
再
び
朝
陽
の
も
の
に
な
る
が
﹃
屋
鋪
御
帳
扣
﹄
で

は
そ
れ
以
降
の
使
途
は
不
明
︑
次
は
間
が
あ
い
て
安
政
五
︵
一
八
五
八
︶
年
に
﹁
元
医

学
寮
﹂
を
大
石
良
英
が
拝
領
し
た
と
い
う
記
述
で
あ
る
︒
こ
の
﹁
元
医
学
寮
﹂
と
い
う

の
は
﹃
公
伝
﹄
で
嘉
永
四
︵
一
八
五
一
︶
年
に
こ
の
場
所
に
建
て
ら
れ
た
と
言
わ
れ
る

医
学
寮
と
蘭
学
寮
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
時
期
等
に
つ
い
て
明
確
な
記
載
は
な
い
︒

一
方
︑
実
質
的
な
意
味
で
の
藩
立
医
学
校
は
天
保
五
︵
一
八
三
四
︶
年
︑
こ
の
八
幡

小
路
の
古
賀
朝
陽
居
宅
の
向
い
側
に
設
立
さ
れ
て
い
る
︒﹃
公
伝
﹄
の
天
保
五
︵
一
八
三

四
︶
年
部
分
に
は

︻
史
料
四
︼

七
月
十
六
日
医
学
館
を
設
立
せ
ん
と
︑
両
城
付
の
侍
医
中
よ
り
人
選
し
て
其
教
職

を
兼
ね
し
め
︑
弘
道
館
の
教
授
に
も
其
係
を
命
ぜ
ら
る
ゝ
も
の
あ
り
︒
先
づ
試
み

の
為
め
に
其
資
料
と
し
て
米
十
石
を
出
し
︑
医
学
館
の
校
舎
を
八
幡
小
路
︵
後
の

水
町
昌
庵
の
宅
︶
に
設
け
ら

(18
)

る
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と
あ
る
︒
後
の
水
町
昌
庵
の
宅
と
の
こ
と
で
﹃
屋
鋪
御
帳
扣
﹄
を
確
認
す
る
と
そ
の
所

在
地
は
八
幡
小
路
の
北
一
七
番
で
確
か
に
か
つ
て
の
古
賀
朝
陽
宅
︵
賜
金
堂
︶
の
向
い

側
で
あ
る
︒
同
地
所
の
記
述
に
は

︻
史
料
五
︼

(前
略
︶
右
北
使
者
屋
御
用
地
︑
大
庭
仲
顕
江
拝
借
被
仰
付
置
候
処
︑
今
般
町
方
役

所
ニ
相
建
度
旨
︑
請
役
所
ゟ
被
申
達
候
付
︑
其
段
達
御
耳
︑
寛
政
一
一
年
未
正
月
︑

御
引
渡
ニ
相
成
候
事

右
元
町
方
屋
敷
を
︑
杢
之
助
組
水
町
昌
庵
拝
領
買
︑
願
之
通
相
済
︑
弘
化
二
年
巳

十
二
月
︑
新
沽
券
状
当
主
昌
庵
江
渡

(19
)

ル

と
あ
る
︒
寛
政
一
一
︵
一
七
九
九
︶
年
︑
大
庭
仲
顕
が
拝
領
し
て
い
た
同
地
所
が
町
方

屋
敷
に
な
っ
て
お
り
︑
そ
の
後
弘
化
二
︵
一
八
四
五
︶
年
に
水
町
昌
庵
が
拝
領
買
い
し

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒﹃
相
良
知
安
翁
懐
旧
譚
﹄
に
は
賜
金
堂
の
対
面
に
古
賀
朝
陽

が
私
財
を
投
じ
て
医
学
寮
の
た
め
に
地
所
を
差
し
出
し

(20
)

た
と
あ
る
が
︑﹃
屋
鋪
御
帳
扣
﹄

の
記
述
を
見
る
限
り
で
は
対
面
に
当
た
る
こ
の
北
一
七
番
に
朝
陽
が
私
財
を
投
じ
た
形

跡
も
医
学
寮
が
そ
の
地
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
確
認
で
き
な
い
︒

こ
の
天
保
五
︵
一
八
三
四
︶
年
創
設
の
藩
立
医
学
校
に
つ
い
て
﹃
直
正
公
年
譜
地
取
﹄

を
確
認
す
る
と
天
保
五
︵
一
八
三
四
︶
年
七
月
一
六
日
条
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
︒

︻
史
料
六
︼

同
︵
天
保
五
年
七
月
・
筆
者
註
︶
十
六
日
︑
請
役
所
ゟ

御
家
中
其
他
医
学
之
儀
︑
打
追
之
通
ニ
而
は
熟
達
之
者
出
来
兼
候
ニ
付
︑
医
学
寮

被
相
建
︑
一
際
相
励
候
通
有
御
座
度
︑
其
通
於

(被
)

〇
仰
付
は
︑
先
年
古
賀
健
道
儀
医

学
取
立
ニ
付
而
︑
居
屋
敷
拝
領
買
を
も
被
仰
付
置
︑
相
応
之
場
所
ニ
付
︑
右
宅
へ

学
寮
被
相
建
︑
取
立
之
儀
は
両
御
丸
御
医
師
ゟ
兼
帯
︑
偖
又
学
業
習
熟
無
之
而
不

相
叶
ニ
付
︑
学
館
教
職
ゟ
も
懸
合
被
仰
付
︑
左
候
而
御
遣
料
等
何
程
欤
被
差
出
被

下
度
旨
︑
御
医
師
中
よ
り
奉
願
候
段
御
側
ゟ
相
達
候
︑
依
之
遂
吟
味
候
処
︑
医
業

之
儀
御
領
内
人
民
御
救
専
一
之
儀
候
処
︑
良
医
寡
候
而
は
療
治
不
行
届
︑
総
テ
︑

泰
國
院
様
御
代
以
来
医
業
興
隆
之
儀
︑
段
々
厚
被
仰
出
之
次
第
有
之
候
処
︑
打
追

之
姿
ニ
而
は
御
趣
意
ニ
も
相
叶
間
敷
︑
彼
是
を
以
は
︑
相
達
之
通
医
学
寮
被
相
立
︑

御
遣
料
之
儀
は
一
先
為
御
試
米
拾
石
被
差
出
方
ニ
可
有
御
座
︑
於
然
は
御
勧
之
詮

一
際
相
立
︑
一
統
相
励
可
申
︑
尤
取
立
之
儀
両
御
丸
御
医
師
之
内
︑
左
之
者
共
兼

帯
被
仰
付
︑
将
又
学
館
教
職
ゟ
も
左
之
両
人
懸
合
被
仰
付
方
ニ
而
可
有
御
座
哉
と

旁
吟
味
仕
候
︑
此
段
奉
伺
候

但
︑
御
医
師
名
前
其
外
略

(21
)

之

大
意
は
医
学
に
つ
い
て
は
現
状
の
ま
ま
で
は
熟
達
の
者
が
出
な
い
た
め
医
学
寮
を
建

て
る
こ
と
︑
医
業
は
領
内
人
民
の
た
め
で
あ
り
︑
八
代
藩
主
鍋
島
治
茂
の
時
代
か
ら
そ

の
興
隆
に
つ
い
て
命
じ
ら
れ
て
い
る
が
実
現
し
て
い
な
い
︑
と
り
あ
え
ず
一
〇
石
の
遣

料
で
西
の
丸
と
本
丸
の
医
師
を
兼
帯
と
し
て
弘
道
館
の
教
職
も
関
わ
っ
て
運
営
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
︒
前
述
の
﹃
相
良
知
安
翁
懐
旧
譚
﹄
に
も
鍋
島
治
茂
公
の
代
か
ら
医

学
寮
を
興
す
計
画
が
あ
っ
た
旨
の
記
述
が
あ

(22
)

る
︒
し
か
し
︑
こ
の
医
学
寮
は
設
立
さ
れ

た
も
の
の
漢
方
主
流
の
時
勢
に
あ
っ
て
鳴
か
ず
飛
ば
ず
の
状
態
で
あ
っ
た
よ
う
で
﹃
公

伝
﹄
に
は

︻
史
料
七
︼

医
学
は
數
多
の
科
に
分
か
れ
た
る
を
以
て
︑
教
職
の
み
多
き
を
要
し
て
徒
弟
の
来

西 留 い ず み
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り
学
ぶ
は
少
な
く
︑
旁
々
授
業
の
実
益
を
挙
ぐ
る
こ
と
難
く
し
て
費
用
の
み
を
要

す
る
に
よ
り
︑
只
試
み
に
建
て
た
る
ま
で
に
て
︑
さ
し
た
る
発
展
を
見
る
こ
と
な

く
し
て
経
過
し
た

(23
)

り

と
の
記
述
が
見
え
る
︒
前
年
の
天
保
四
︵
一
八
三
三
︶
年
の
古
賀
穀
堂
の
日
記
︑
五
月

七
日
条
に
も
﹁
成
就
院
文
会
︑
島
本
良
順
為
主
︑
談
西
洋
社
中
委
︵
萎
︶
苶
無
至
者
︑

因
嘆
土
俗
衰
颯
︑
絶
無
意
気
︑
不
若
且

(24
)

止
﹂
と
書
か
れ
︑
蘭
学
社
中
の
低
迷
を
嘆
い
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
更
に
﹃
公
伝
﹄
に
は

︻
史
料
八
︼

元
来
佐
賀
の
侍
に
は
好
学
の
志
鈍
き
も
の
多
か
り
し
を
以
て
︑
西
洋
学
に
指
を
染

む
る
も
の
乏
し
き
も
亦
怪
し
む
に
足
ら
ざ
る
現
象
な
れ
ど
︑
唯
想
到
す
べ
き
は
︑

元
年
高
橋
作
左
衛
門
の
獄
決
し
て
︑
其
連
累
の
罪
科
に
処
せ
ら
れ
た
る
以
来
︑
幕

府
間
に
は
蘭
学
者
を
目
し
て
売
国
奴
と
為
し
︑
之
を
憎
嫉
す
る
こ
と
甚
だ
し
か
り

し
事
に
て
︑
其
壓
迫
の
影
響
は
自
然
佐
嘉
に
も
及
び
て
︑
蘭
学
の
衰
へ
た
る
に
て

あ
る
べ

(25
)

し
︒

の
記
述
も
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
の
影
響
も
あ
っ
て
天
保
初
期
に
は
医
学

と
し
て
の
蘭
学
も
佐
賀
藩
に
於
い
て
は
低
調
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
し
か
し
︑
江

戸
表
で
は
天
保
二
︵
一
八
三
一
︶
年
一
二
月
に
伊
東
玄
朴
が
召
し
出
さ
れ
一
代
侍
と
し

て
七
人
扶
持
を
賜
っ
て
い
る
た

(26
)

め
︑
藩
主
直
正
は
天
保
初
期
で
も
蘭
学
に
信
を
置
い
て

お
り
︑
国
許
に
限
っ
て
低
調
で
あ
っ
た
と
言
っ
た
方
が
正
確
で
あ
ろ
う
︒

『草
場
珮
川
日
記
﹄
の
天
保
九
︵
一
八
三
八
︶
年
三
月
九
日
条
に
﹁
医
学
寮
詩

(27
)

会
﹂
と

見
え
る
の
で
天
保
五
︵
一
八
三
四
︶
年
創
設
の
藩
立
医
学
寮
は
そ
の
時
点
で
は
同
所
に

そ
の
ま
ま
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
︒
草
場
珮
川
は
多
久
領
の
著
名
な
儒
学
者
で
そ

の
学
識
を
買
わ
れ
藩
主
直
正
が
直
接
︑
請
役
で
あ
り
弘
道
館
の
頭
取
で
も
あ
っ
た
鍋
島

安
房
に
命
じ
て
弘
道
館
に
雇
い
入
れ
た
人
物
で
あ

(28
)

る
︒
他
方
︑
鍵
山
栄
氏
は
﹃
佐
賀
の

蘭
学
者
た
ち
﹄
で
﹁
そ
の
後
︑
医
学
館
は
あ
ま
り
振
る
わ
ず
︑
天
保
一
〇
年
︵
一
八
三

九
︶
廃
止
さ
れ

(29
)

た
﹂
と
述
べ
て
い
る
が
管
見
で
は
典
拠
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
︒

後
に
医
学
寮
は
天
保
一
一
︵
一
八
四
〇
︶
年
六
月
︑
当
時
改
築
さ
れ
た
弘
道
館
の
中

に
新
た
に
設
置
さ
れ
る
︒
こ
の
弘
道
館
改
築
に
伴
う
医
学
寮
の
移
設
に
つ
い
て
は
管
見

で
は
唯
一
︑
中
野
正
裕
氏
が
佐
賀
藩
の
科
学
技
術
系
役
局
の
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
る
中

で
言
及
し
て
い

(30
)

る
の
み
で
研
究
史
上
︑
ほ
ぼ
看
過
さ
れ
て
き
て
い
る
︒
こ
の
弘
道
館
改

築
と
そ
れ
に
伴
う
医
学
寮
移
設
を
う
か
が
わ
せ
る
史
料
を
こ
こ
で
確
認
し
検
討
し
た

い
︒﹃
直
正
公
年
譜
地
取
﹄
の
天
保
一
一
︵
一
八
四
〇
︶
年
四
月
二
五
日
条
で
あ
る
︒

︻
史
料
九
︼

一

︵
天
保
一
一
年
四
月
・
筆
者
註
︶
同
廿
五
日
︑
今
度
学
館
御
改
築
ニ
付
︑
安
房

ゟ
瓦
壱
万
枚
献
上
仕
度
旨
︑
扨
又
主
水
ゟ
五
千
枚
︑
志
摩
ゟ
三
千
枚
追
々
同

断

但
︑
医
学
寮
御
取
結
御
建
方
相
成
候
ニ
付
︑
松
隈
甫
菴
其
外
ゟ
献
金
仕

(31
)

候

天
保
一
一
︵
一
八
四
〇
︶
年
四
月
二
五
日
に
は
学
館
が
改
築
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
鍋

島
安
房
は
じ
め
鍋
島
主
水
︑
鍋
島
志
摩
が
瓦
を
献
上
す
る
旨
書
か
れ
た
後
︑
医
学
寮
が

﹁
御
取
結
御
建
方
相
成
候
﹂
と
あ
り
︑
続
け
て
﹁
松
隈
甫
菴
其
外
ゟ
献
金
仕
候
﹂
と
藩
医

で
あ
っ
た
松
隈
甫
庵
そ
の
他
か
ら
献
金
が
あ
っ
た
旨
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
︑
弘
道
館

が
改
築
さ
れ
る
の
を
機
に
そ
の
中
に
医
学
寮
も
取
り
結
ば
れ
て
建
て
ら
れ
た
︑
つ
ま
り
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弘
道
館
の
中
に
併
設
さ
れ
︑
藩
医
た
ち
も
献
金
し
た
と
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
か
︒

﹃
直
正
公
譜
﹄
の
天
保
一
一
︵
一
八
四
〇
︶
年
六
月
二
三
日
条
に
は
以
下
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
︒

︻
史
料
一
〇
︼

新
学
館
開
講
ニ
付
︑
御
格
式
ニ
而
御
成

但
︑
弘
道
館
之
儀
︑
泰
國
院
様
︵
八
代
鍋
島
治
茂
︶
御
代
︑
松
原
小
路
へ
被
相

建
置
候
処
︑
去
年
御
改
築
被
仰
出
︑
北
御
堀
端
被
相
移
︑
講
堂
其
外
諸
局
・
内

外
寮
︑
且
武
芸
場
等
�
夫
々
相
備
︑
一
体
之
規
模
以
前
ゟ
は
数
倍
御
取
拡
被
相

整
︑
右
ニ
付
而
ハ
三
御
丸
御
家
御
解
崩
被
相
用
︑
扨
亦
鍋
島
安
房
其
外
ゟ
瓦
弐

万
枚
程
献
上
︑
御
家
中
少
壮
之
向
は
土
砂
・
木
石
等
相
運
︑
当
夏
御
成
就
相
成

候
ニ
付
︑
本
文
之
通
御
成
有
之
候
末
︑
追
々
左
之
御
書
付
当
役
へ
被
相

(32
)

渡

要
約
す
る
と
天
保
一
一
︵
一
八
四
〇
︶
年
六
月
二
三
日
に
松
原
小
路
に
あ
っ
た
藩
校

弘
道
館
を
北
御
堀
端
へ
移
築
し
そ
の
結
果
︑
講
堂
・
そ
の
他
諸
局
・
内
外
寮
・
武
芸
場

な
ど
も
備
わ
り
︑
以
前
よ
り
非
常
に
広
い
敷
地
と
な
り
規
模
が
数
倍
に
な
っ
た
︑
請
役

で
あ
る
鍋
島
安
房
そ
の
他
も
瓦
を
二
万
枚
献
上
す
る
な
ど
し
て
こ
の
夏
に
出
来
上
が
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
史
料
九
も
合
わ
せ
考
え
る
と
︑
規
模
が
数
倍
に
な
っ
た
敷
地

に
医
学
寮
も
場
所
を
与
え
ら
れ
た
と
筆
者
は
推
察
す
る
︒

医
学
寮
弘
道
館
内
移
転
説
の
も
う
一
つ
の
根
拠
と
し
て
弘
道
館
教
諭
で
儒
学
者
の
草

場
珮
川
の
嫡
子
で
あ
る
草
場
船
山
の
日
記
か
ら
天
保
一
一
︵
一
八
四
〇
︶
年
二
月
の
記

述
を
あ
げ
て
み
る
︒

︻
史
料
一
一
︼

﹃
草
場
船
山
日
記
﹄

天
保
十
一
年
二
月
︵
も
し
く
は
三
月
・
筆
者
註
︶

上
■
■
︵
本
文
マ
マ
・
筆
者
註
︶

得
家
君
移
転
医
学
館
之

(33
)

報

こ
の
記
述
は
日
付
が
明
確
で
な
い
が
日
記
の
ひ
と
つ
前
が
二
月
二
九
日
で
あ
る
の
で

二
月
末
︑
も
し
く
は
三
月
初
旬
の
記
述
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
︒
要
約
す
る
と
父
珮
川

︵
家
君
︶
か
ら
医
学
館
に
転
居
し
た
と
船
山
の
も
と
に
知
ら
せ
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
︒
父
珮
川
の
﹃
草
場
珮
川
日
記
﹄
の
年
表
に
も
天
保
一
一
︵
一
八
四
〇
︶
年
二

月
に
﹁
珮
川
︑
医
学
館
に
寓
居
を
移
す
﹂
と
書
か
れ
て
お

(34
)

り
︑
史
料
一
一
が
そ
の
典
拠

と
考
え
ら
れ
る
︒
珮
川
は
天
保
六
︵
一
八
三
五
︶
年
に
弘
道
館
教
導
︑
天
保
八
︵
一
八

三
七
︶
年
に
は
教
諭
を
命
じ
ら
れ
て
本
藩
出
仕
と
な
っ
て
多
久
か
ら
佐
賀
に
移
っ
て
い

る
︒
そ
の
際
︑
息
子
船
山
が
多
久
の
禄
を
継
承
し

(35
)

た
︒
珮
川
が
佐
賀
に
移
っ
た
当
初
の

居
住
地
は
不
明
で
あ
る
が
天
保
八
︵
一
八
三
七
︶
年
一
二
月
三
一
日
に
は
前
年
に
他
界

し
た
盟
友
古
賀
穀
堂
の
佐
賀
城
下
精
町
の
家
に
転
居
し
一
枝
巣
居
と
号
し
て
い

(36
)

る
︒
天

保
一
一
︵
一
八
四
〇
︶
年
の
二
月
に
な
っ
て
藩
の
取
計
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︑
八

幡
小
路
の
医
学
寮
に
寓
居
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
解
釈
で
き
る
︒
弘
道
館
は
天
保
一
一

︵
一
八
四
〇
︶
年
六
月
に
拡
張
改
装
さ
れ
て
開
講
し
て
い
る
︒
四
か
月
先
の
移
転
を
見

据
え
て
︑
八
幡
小
路
の
医
学
寮
は
既
に
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
か
︑
も
し
く
は
鍵
山
栄
氏
の

言
及
ど
お
り
天
保
一
〇
︵
一
八
三
九
︶
年
に
廃
止
さ
れ
︑
既
に
医
学
寮
跡
地
に
な
っ
て

い
た
可
能
性
も
あ
る
︒
珮
川
の
嫡
子
船
山
の
﹃
草
場
船
山
日
記
﹄
に
は
翌
天
保
一
二

︵
一
八
四
一
︶
年
一
月
二
日
に
﹁
達
家
君
八
万
︵
マ
マ
・
筆
者
註
︶
巷
之

(37
)

居
﹂︑
二
月
二

二
日
に
は
﹁
初
更
達
八
幡

(38
)

巷
﹂
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
︑
当
時
八
幡
小
路
の
医
学
寮
が

あ
っ
た
場
所
に
珮
川
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
︑
そ
の
時
点
で
医
学
寮
は

も
は
や
か
つ
て
の
場
所
に
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
︒

西 留 い ず み
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そ
の
後
︑
珮
川
は
弘
化
二
︵
一
八
四
五
︶
年
六
月
一
二
日
に
城
下
馬
責
馬
場
に
転
居

し
て
い

(39
)

る
︒
珮
川
が
居
住
し
て
い
た
医
学
寮
の
跡
地
︑
八
幡
小
路
北
一
七
番
の
地
所
は

弘
化
二
︵
一
八
四
五
︶
年
一
二
月
に
水
町
昌
庵
が
拝
領
買
い
し
て
い

(40
)

る
の
で
当
然
弘
化

二
︵
一
八
四
五
︶
年
に
も
医
学
寮
は
そ
こ
に
な
い
︒

こ
の
天
保
一
一
︵
一
八
四
〇
︶
年
の
弘
道
館
拡
張
以
降
︑
佐
賀
藩
の
蘭
方
医
学
は
活

気
づ
い
た
と
言
っ
て
よ
い
︒
江
戸
で
は
天
保
一
四
︵
一
八
四
三
︶
年
︑
伊
東
玄
朴
が
藩

主
直
正
の
江
戸
詰
御
側
医
と
な
っ
て
い

(41
)

る
︒
弘
化
三
︵
一
八
四
六
︶
年
に
天
然
痘
が
大

流
行
し
︑
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
嘉
永
二
︵
一
八
四
九
︶
年
六
月
に
痘
瘡
の
予
防
法
と
し

て
痘
苗
を
輸
入
︑
E
林
宗
建
が
自
身
の
子
ど
も
等
に
接
種
し
種
痘
が
導
入
さ
れ

(42
)

た
︒
藩

医
大
石
良
英
が
藩
主
直
正
の
嫡
子
淳
一
郎
︵
後
の
直
大
︶
に
痘
苗
を
植
え
善
感
し

(43
)

た
︒

こ
の
藩
主
が
率
先
し
て
痘
苗
を
自
分
の
子
ど
も
た
ち
に
植
え
さ
せ
た
こ
と
で
種
痘
は
藩

内
で
受
け
入
れ
ら
れ
︑
嘉
永
二
︵
一
八
四
九
︶
年
引
痘
方
が
設
置
さ
れ
御
側
医
を
引
痘

方
医
師
に
任
命
し

(44
)

た
︒
青
木
歳
幸
氏
は
﹁
種
痘
の
成
功
は
︑
西
洋
医
学
修
業
の
機
運
を

高
め
︑
庶
民
の
西
洋
学
術
に
対
す
る
有
用
性
を
認
識
さ
せ
た
﹂
と
述
べ
て
い

(45
)

る
︒

弘
道
館
内
へ
の
移
転
の
後
︑
医
学
寮
は
八
幡
小
路
の
天
保
五
︵
一
八
三
四
︶
年
創
設

の
医
学
寮
の
向
い
側
に
移
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒﹃
公
伝
﹄
で
は
そ
の
移
設
に
つ
い

て︻
史
料
一
二
︼

か
く
て
此
新
法
︵
文
武
課
業
法
・
筆
者
註
︶
に
継
い
で
医
学
校
と
蘭
学
校
と
を
新

設
せ
ら
る
ゝ
に
至
り
た
り
︒
当
時
八
幡
小
路
の
元
医
学
校
の
向
ひ
に
︑
数
寄
に
任

せ
て
建
築
し
︑
夏
に
は
紗
の
戸
障
を
用
ゐ
て
蚊
帳
を
廃
す
る
用
意
を
な
し
︑
表
の

長
屋
は
之
を
家
塾
に
し
つ
ら
へ
た
り
し
古
賀
朝
陽
の
旧
宅
あ
り
て
︑
武
富
圯
南
借

居
︑
門
生
を
教
へ
ゐ
た
り
し
か
ば
︑
こ
れ
を
買
収
し
て
医
学
校
と
な
し
大
石
良
英

を
居
住
せ
し
め
て
︑
本
宅
に
て
医
学
を
授
け
し
め
︑
塾
舎
を
蘭
学
寮
と
な
し
︑
大

庭
雪
斎
を
教
導
と
な
し
︑
須
古
の
医
士
渋
谷
良
次
︵
緒
方
洪
庵
の
門
に
学
び
て
原

著
を
読
む
に
有
力
な
る
新
進
な
り
︶
を
指
南
役
と
な
し
︑
永
松
玄
洋
︑
宮
田
魯
斎

等
に
掛
合
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
︑
是
を
佐
嘉
に
蘭
学
寮
を
設
く
る
始
め
と

(46
)

す
︒

と
蘭
学
寮
の
創
始
と
合
わ
せ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
が
明
確
な
史
料
は
示
さ
れ
て
い
な

い
︒嘉

永
四
︵
一
八
五
一
︶
年
に
医
学
寮
と
蘭
学
寮
が
古
賀
朝
陽
旧
宅
で
あ
る
八
幡
小
路

南
一
四
番
に
新
設
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
管
見
で
は
見
当
た
ら
ず
︑﹃
公
伝
﹄
の
み

が
通
説
の
典
拠
で
あ
り
︑
明
確
な
事
実
と
は
認
識
し
難
い
の
で
あ
る
が
︑
医
学
寮
に
つ

い
て
は
﹃
相
良
知
安
翁
懐
旧
譚
﹄
に
左
の
記
述
が
あ
る
︒

︻
史
料
一
三
︼

嘉
永
四
辛
亥
歳
︑
前
に
云
ふ
た
医
師
世
禄
半
減
の
議
が
実
行
さ
れ
て
︑
総
計
千
石

を
削
り
出
さ
れ
︑
茲
に
再
び
医
学
館
を
復
興
し
た
の
で
あ
っ
た
︵
中
略
︶
か
く
し

て
再
興
さ
れ
た
医
学
館
は
︑
漢
方
蘭
方
の
侍
医
を
以
て
教
官
と
し
︑
種
痘
を
も
行

ひ
︑
且
つ
試
験
も
こ
ゝ
で
行
は
れ
て
︑
開
業
免
札
を
渡
す
と
い
ふ
工
合
で
あ
っ

(47
)

た

こ
れ
を
見
る
と
医
学
寮
に
つ
い
て
は
場
所
の
記
載
は
な
い
が
嘉
永
四
︵
一
八
五
一
︶

年
に
再
興
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
わ
か
る
︒

一
方
︑﹃
草
場
珮
川
日
記
﹄
の
嘉
永
七
︵
一
八
五
四
︶
年
閏
七
月
十
日
条
に
は
左
の
記

述
が
あ
る
︒

佐賀藩蘭学寮・医学寮の創設及び変遷の再検討

西 留 い ず み
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︻
史
料
一
四
︼

一
︑
上
校
︑
書
経
発
会
︑
〇
医
学
寮
免
札
渡
ニ
赴
候
へ
共
︑
相
済
候
故
途
中
引
返

し
︑
〇
武
︵
船
山
︶
邸
︑
〇
夜
廉

(48
)

来

弘
道
館
に
行
っ
た
後
︑
医
学
寮
へ
免
札
を
渡
し
に
行
っ
た
が
済
ん
で
い
た
の
で
引
き
返

し
た
と
の
こ
と
で
︑
当
時
弘
道
館
と
医
学
寮
が
別
な
場
所
へ
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
︒
史
料
一
三
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
嘉
永
四
︵
一
八
五
一
︶
年
︑
八
幡
小
路
の
南

一
四
番
に
医
学
寮
が
再
興
さ
れ
た
こ
と
は
蓋
然
性
が
高
い
︒
但
し
︑
蘭
学
寮
が
そ
こ
に

初
め
て
併
設
さ
れ
た
と
い
う
典
拠
は
や
は
り
な
い
と
い
う
こ
と
は
指
摘
し
て
お
き
た

い
︒
こ
れ
以
降
も
﹃
草
場
珮
川
日
記
﹄
に
は
医
学
寮
の
記
事
が
続
く
︒
左
に
そ
の
部
分

を
抜
き
出
す
と

嘉
永
七
年
八
月
二
二
日

今
晩
於
医
学
寮
越
菅
吉
︑
即
河
野
︑
へ
面
会
︑
夜
深

ニ
及

安
政
三
年
一
月
十
四
日

晩
前
医
学
寮
仙
台
書
生
太
田
盛
応
応
接
︑
及
二
更

安
政
三
年
一
月
二
五
日

其
末
︑
於
好
生
館
石
州
浜
田
書
生
︑
及
二
更
而
帰

安
政
三
年
八
月
十
三
日

医
学
寮
文
会

安
政
三
年
十
月
二
五
日

於
医
学
寮
浜
田
書
生

安
政
三
年
十
二
月
十
六
日

於
医
学
寮
会
津
之
南
广
三
郎
・
今
治
池
田
彦
三
郎
面

会

安
政
四
年
一
月
二
〇
日

御
格
式
日
御
成
︑
雨
天
也
︑
若
殿
様
御
矢
付
之
雁
十

羽
︑
文
武
芸
師
範
御
火
術
方
︑
蘭
菊
︵
学
カ
・
筆
者

註
︶・
医
学
寮
�
賜

(49
)

ル

安
政
三
︵
一
八
五
六
︶
年
一
月
二
五
日
条
で
は
初
め
て
﹁
好
生
館
﹂
と
言
う
名
称
が

登
場
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
︒
佐
賀
藩
で
は
安
政
五
︵
一
八
五
八
︶
年
一
二
月

に
医
学
寮
が
片
田
江
に
移
転
し
た
際
に
好
生
館
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

(50
)

た
と
言
わ
れ

て
い
た
が
︑
近
年
の
研
究
で
天
保
期
か
ら
好
生
館
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
(51
)

る
︒
好
生
館
の
由
来
は
中
国
の
古
典
﹁
書
経
﹂
の
一
節
﹁
好
生
の
徳
は
民
心
に
洽
し
﹂

で
﹁
人
の
生
命
を
大
切
に
す
る
徳
を
万
人
に
ゆ
き
わ
た
ら
せ
る
﹂
と
い
う
意
味
で
あ
る

と
言

(52
)

う
︒
草
場
珮
川
は
こ
の
一
ヶ
所
の
み
好
生
館
と
い
う
名
称
を
使
用
し
て
い
る
が
︑

安
政
三
︵
一
八
五
六
︶
年
一
月
時
点
で
好
生
館
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
は
安
政
五
︵
一
八

五
八
︶
年
の
片
田
江
移
転
前
に
既
に
医
学
寮
が
好
生
館
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
た

と
い
う
裏
付
け
に
な
ろ
う
︒
青
木
歳
幸
氏
は
天
保
年
間
か
ら
医
学
寮
が
好
生
館
と
呼
ば

れ
漢
詩
文
研
究
の
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
指
摘
し
て
い

(53
)

る
が
﹃
珮

川
日
記
﹄
を
見
て
も
医
学
寮
が
応
接
や
文
会
に
度
々
使
用
さ
れ
︑
実
際
に
文
化
的
役
割

も
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
︒
安
政
四
︵
一
八
五
七
︶
年
一
月
二
〇
日
条
で

は
毎
月
二
〇
日
の
式
日
に
若
殿
で
あ
る
鍋
島
直
大
か
ら
医
学
寮
・
蘭
学
寮
と
も
に
御
矢

付
の
雁
を
賜
っ
て
い
る
︒

時
期
こ
そ
不
明
で
あ
る
が
医
学
寮
が
弘
道
館
か
ら
八
幡
小
路
南
一
四
番
に
移
転
し
て

い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
根
拠
と
し
て
﹃
屋
鋪
御
帳
扣
﹄
の
同
地
所
の
記

述
を
あ
げ
た
い
︒

︻
史
料
一
五
︼

(前
略
︶
右
元
医
学
寮
隼
人
組
大
石
良
英
江
被
為
拝
領
候
ニ
付
︑
安
政
五
年
十
二

月
︑
新
沽
券
状
当
主
江
渡

(54
)

ル

医
学
寮
が
安
政
五
︵
一
八
五
八
︶
年
に
片
田
江
に
移
転
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
空
い
た

西 留 い ず み
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医
学
寮
の
跡
地
を
功
績
の
あ
っ
た
大
石
良
英
が
安
政
五
︵
一
八
五
八
︶
年
一
二
月
に
拝

領
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
つ
ま
り
い
つ
か
ら
と
い
う
時
期
を
示
す
明
確
な
史
料

は
管
見
で
は
見
い
だ
せ
な
い
が
︑
天
保
五
︵
一
八
三
四
︶
年
創
設
の
か
つ
て
の
医
学
寮

の
向
い
側
で
あ
る
八
幡
小
路
南
一
四
番
に
医
学
寮
が
移
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ

る
︒後

に
医
学
寮
は
安
政
五
︵
一
八
五
八
︶
年
一
〇
月
︑
片
田
江
へ
移
転
す

(55
)

る
︒﹃
直
正
公

譜
﹄
の
記
述
を
見
て
み
る
と

︻
史
料
一
六
︼

一
同
︵
安
政
五
年
十
月
・
筆
者
註
︶
十
四
日
︑
請
役
所
ゟ
左
之
通
相
伺
候
処
︑
其

通
被
仰
付
︑
医
師
之
儀
大
切
之
業
柄
ニ
付
︑
先
年
学
寮
被
御
取
立
︑
夫
々
御
仕

組
相
成
︑
学
館
ゟ
心
遣
候
様
被
仰
付
置
候
得
共
︑
当
節
別
段
役
局
被
相
建
︑
医

生
之
儀
一
般
︑
猶
又
打
部
稽
古
仕
候
様
被
仰
付
方
有
御
座
間
敷
哉
︑
於
然
ハ
先

以
左
之
通
被
仰
付
方
有
御
座
間
敷
哉
︑
奉
伺
候
医
学
寮
心
遣
︑
請
役
相
談
役
中

野
兵
右
衛
門
︑
但
︑
教
導
方
大
庭
雪
斎
︑
大
石
良
英
被
仰
付
其
外
略
之
︑
扨
又

先
年
医
学
寮
被
相
建
候
節
︑
好
生
館
之
額
御
染
筆
被
下
置
候
末
ニ
付
︑
当
節
其

通
相
唱
候
様
被
相
達
︑
且
学
寮
之
儀
片
田
江
へ
被
相

(56
)

建

と
あ
る
︒
要
約
す
る
と
先
年
医
学
寮
が
建
て
ら
れ
弘
道
館
の
心
遣
い
の
も
と
運
営
さ
れ

て
き
た
が
安
政
五
︵
一
八
五
八
︶
年
一
〇
月
一
四
日
に
︑
教
導
方
と
し
て
大
庭
雪
斎
︑

大
石
良
英
を
任
命
し
︑
片
田
江
へ
好
生
館
と
し
て
新
た
に
建
て
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
︒こ

こ
ま
で
み
て
き
た
医
学
寮
の
変
遷
を
整
理
し
て
お
く
と
︑

①

文
化
六
︵
一
八
〇
九
︶
年
頃
︑
古
賀
朝
陽
が
牧
仲
禮
ら
の
推
挙
で
八
幡
小
路
南

一
四
番
に
い
わ
ゆ
る
私
立
の
医
学
校
︑
賜
金
堂
を
創
設
︑
文
政
元
︵
一
八
一
八
︶

年
ま
で
続
い
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
り
︑
朝
陽
が
失
脚
す
る
文
政
六
︵
一
八

二
三
︶
年
頃
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
︒

②

天
保
五
︵
一
八
三
四
︶
年
︑
賜
金
堂
の
向
い
側
で
あ
る
八
幡
小
路
北
一
七
番
に

藩
立
医
学
寮
が
創
設
さ
れ
る
︒
そ
の
土
地
は
古
賀
朝
陽
が
提
供
し
た
と
言
わ
れ

て
い
る
が
史
料
的
に
は
確
認
で
き
な
い
︒

③

天
保
一
一
︵
一
八
四
〇
︶
年
六
月
︑
北
御
堀
端
に
改
築
さ
れ
た
弘
道
館
に
移
設

し
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

④

嘉
永
四
︵
一
八
五
一
︶
年
︑
八
幡
小
路
南
一
四
番
︑
か
つ
て
の
古
賀
朝
陽
の
私

的
医
学
校
賜
金
堂
跡
に
医
学
寮
と
蘭
学
寮
が
併
設
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
︒
医
学

寮
に
つ
い
て
は
﹃
相
良
知
安
翁
懐
旧
譚
﹄
の
記
述
が
あ
る
が
蘭
学
寮
に
つ
い
て

は
管
見
で
は
一
次
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
︒﹃
屋
鋪
御
帳
扣
﹄
に
よ
り
安
政
五

︵
一
八
五
八
︶
年
︑
片
田
江
に
移
転
す
る
ま
で
の
間
︑
こ
の
場
所
に
医
学
寮
が

あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
︒
片
田
江
移
転
前
に
既
に
好
生
館
と
呼
ば
れ
て
い

た
こ
と
も
確
認
で
き
た
︒

⑤

安
政
五
︵
一
八
五
八
︶
年
︑
片
田
江
に
移
転
︒
改
め
て
名
称
が
好
生
館
と
な
る
︒

と
な
る
が
ま
だ
史
料
不
足
の
感
も
否
め
ず
︑
更
な
る
史
料
発
掘
に
努
め
た
い
︒

二

蘭
学
寮
創
設
時
期
再
考

蘭
学
寮
創
設
に
つ
い
て
は
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
嘉
永
四
︵
一
八
五
一
︶
年
︑
佐

賀
城
下
八
幡
小
路
の
元
医
学
寮
の
向
い
に
移
転
し
復
興
さ
れ
た
医
学
寮
の
中
に
併
設
す

る
形
で
創
設
さ
れ
た
と
研
究
史
で
は
言
わ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
論
拠
は
第
一
章
で
史

料
一
二
と
し
て
あ
げ
た
﹃
公
伝
﹄
中
の
嘉
永
四
︵
一
八
五
一
︶
年
の
部
分
の
記
述
で
あ

佐賀藩蘭学寮・医学寮の創設及び変遷の再検討

西 留 い ず み
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る
︒史

料
一
二
に
よ
る
と
八
幡
小
路
の
天
保
五
︵
一
八
三
四
︶
年
に
出
来
た
元
医
学
校
の

向
い
に
数
寄
に
任
せ
て
建
て
ら
れ
た
古
賀
朝
陽
の
旧
宅
︵
賜
金
堂
︶
が
あ
り
︑
そ
れ
を

武
富
圯
南
が
借
り
て
門
人
を
教
え
て
い
た
が
︑
こ
れ
を
買
い
取
り
医
学
校
と
し
て
大
石

良
英
に
本
宅
で
医
学
を
教
授
さ
せ
︑
塾
舎
を
蘭
学
寮
と
し
て
大
庭
雪
斎
を
教
導
︑
渋
谷

良
次
を
指
南
役
︑
永
松
玄
洋
︑
宮
田
魯
斎
を
掛
合
と
し
た
︑
こ
れ
が
佐
賀
に
お
け
る
蘭

学
校
の
始
め
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
︒
管
見
で
は
蘭
学
寮
創
設
を
嘉
永
四
︵
一
八

五
一
︶
年
と
し
た
史
料
は
右
記
﹃
公
伝
﹄
以
外
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
︑
こ

の
記
述
に
は
創
設
の
月
日
や
寮
頭
が
誰
で
あ
っ
た
か
の
言
及
は
な
い
︒
一
方
︑﹃
公
伝
﹄

に
は
左
の
よ
う
な
記
述
も
見
え
る
︒

︻
史
料
一
七
︼

今
や
火
術
機
械
を
彼
よ
り
採
用
す
る
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
り
し
が
︑
長
崎
に
は
築

堡
を
為
し
︑
佐
嘉
に
は
大
砲
を
鑄
︑
弾
藥
を
製
し
て
︑
銃
陣
を
練
習
す
る
等
︑
其

研
究
に
は
蘭
学
を
起
こ
す
必
要
あ
る
と
ゝ
も
に
︑
其
科
学
を
誘
ひ
得
る
も
の
は
医

師
の
外
に
は
な
か
り
し
か
ば
前
に
創
め
た
る
医
学
校
を
更
に
改
善
し
幷
せ
て
蘭
学

を
創
め
ん
と
欲
し
た
り
し
︵
後

(57
)

略
︶

要
約
す
る
と
蘭
学
寮
創
設
の
目
的
は
火
術
発
展
の
た
め
で
あ
り
当
時
︑
蘭
書
を
読
め

る
の
は
医
者
が
専
ら
で
あ
っ
た
の
で
以
前
創
設
し
た
医
学
寮
を
改
善
し
蘭
学
寮
も
合
わ

せ
て
創
り
た
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
︒

こ
こ
で
蘭
学
寮
創
設
に
関
し
て
こ
れ
ま
で
全
く
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
﹃
旧
藩
学

校
調
﹄
の
記
述
を
見
て
み
た
い
︒
こ
の
史
料
は
明
治
一
六
︵
一
八
八
三
︶
年
一
二
月
に

文
部
省
が
旧
藩
時
代
の
学
校
制
度
に
つ
い
て
調
査
し
た
際
に
佐
賀
県
が
弘
道
館
に
関
す

る
情
報
を
多
岐
に
わ
た
り
調
査
し
提
出
し
た
も

(58
)

の
で
あ
る
が
︑
そ
の
中
に
﹁
蘭
学
﹂
と

い
う
項
目
が
あ
る
の
で
左
に
引
用
す
る
︒

︻
史
料
一
八
︼

一
蘭
学右

者
天
保
十
一
年
改
築
以
来
別
局
相
建
蘭
学
寮
ト
云
︑
其
後
学
館
に
移
ル
︑

年
月
不
詳
︑
安
政
元
年
七
月
洋
学
之
儀
ハ
火
術
研
究
之
筋
ヲ
モ
有
之
ニ
付
︑

火
術
方
内
ニ
移
転
之
處
︑
文
久
元
年
八
月
︑
再
︑
弘
道
館
内
ニ
帰
ル
︵
以
下

(59
)

略
︶

こ
こ
に
は
蘭
学
寮
が
天
保
一
一
︵
一
八
四
〇
︶
年
の
弘
道
館
改
築
の
際
に
弘
道
館
の

別
局
と
し
て
創
設
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
︒
管
見
で
は
こ
れ
ま
で
こ

の
記
述
に
関
し
て
誰
も
言
及
し
て
お
ら
ず
看
過
さ
れ
て
き
て
い
る
︒
設
置
場
所
に
関
し

て
気
に
な
る
の
は
﹁
其
後
学
館
に
移
ル
︑
年
月
不
詳
﹂
と
言
う
文
言
で
あ
る
︒
当
初
は

弘
道
館
以
外
の
場
所
で
蘭
学
教
授
が
行
わ
れ
︑
そ
の
後
弘
道
館
に
移
る
形
を
と
っ
た
と

言
う
こ
と
か
︒
い
ず
れ
に
し
て
も
蘭
学
寮
が
天
保
一
一
︵
一
八
四
〇
︶
年
に
創
設
さ
れ

た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
︑
当
初
の
設
置
場
所
は
不
明
で
あ
る
が
し
ば
ら
く
し
て
弘
道
館

に
移
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
︒﹁
文
久
元
年
八
月
︑
再
︑
弘
道
館
内
ニ
帰
ル
﹂
と
続

い
て
お
り
︑
天
保
期
に
弘
道
館
内
に
あ
っ
た
蘭
学
寮
が
最
終
的
に
文
久
元
年
に
弘
道
館

に
戻
っ
て
き
た
と
書
か
れ
て
い
る
︒

一
方
︑﹁
は
じ
め
に
﹂
で
述
べ
た
よ
う
に
管
見
で
は
唯
一
生
馬
寛
信
氏
が
﹃
旧
藩
学
校

調
﹄
と
同
じ
く
天
保
一
一
︵
一
八
四
〇
︶
年
︑
蘭
学
寮
が
建
て
ら
れ
た
と
指
摘
し
て
い

る
が
こ
ち
ら
も
看
過
さ
れ
て
き
た
︒
生
馬
氏
の
典
拠
と
す
る
史
料
は
﹃
御
記
録
﹄
の
左

の
記
述
で
あ
る
︒

西 留 い ず み
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︻
史
料
一
九
︼

天
保
十
一
年
六
月
二
五
日
条

廿
五
日
島
本
龍
嘯
学
舘
よ
り
御
用
申
来
候
ニ
付
罷
出
候
処
︑
草
場
左
助
よ
り
被

相
達
候
者
当
時
蘭
学
寮
被
相
建
候
ニ
付
︑
寮
頭
被
仰
付
之
段
相
達
相
成
候
ニ

付
︑
御
請
之
義
者
御
屋
敷
用
人
共
江
申
聞
候
上
ニ
而
御
請
可
仕
ニ
而
相
達
置
候

(60
)

事

天
保
一
一
︵
一
八
四
〇
︶
年
六
月
二
五
日
に
島
本
龍
嘯
︵
良
順
︶
が
学
館
か
ら
呼
出

を
受
け
︑
こ
の
時
建
て
ら
れ
た
蘭
学
寮
の
寮
頭
に
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
︒

天
保
一
一
︵
一
八
四
〇
︶
年
六
月
に
蘭
学
寮
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
が
明
確
に
記
さ
れ
て

い
る
︒
島
本
良
順
は
佐
賀
藩
蘭
学
の
先
駆
者
と
言
わ
れ
る
人
物
で
あ
る
︒
こ
の
時
︑
使

者
と
な
っ
た
の
は
第
一
章
で
も
登
場
し
た
草
場
珮
川
︵
こ
の
時
点
で
は
草
場
左
︵
嵯
︶

助
・
筆
者
註
︶
で
︑
呼
び
出
さ
れ
た
先
は
学
館
︑
つ
ま
り
弘
道
館
で
あ
っ
た
︒
そ
れ
を

鑑
み
る
と
天
保
一
一
︵
一
八
四
〇
︶
年
の
蘭
学
寮
は
弘
道
館
内
に
創
設
さ
れ
た
と
考
え

る
の
が
自
然
で
あ
る
が
史
料
一
八
の
﹃
旧
藩
学
校
調
﹄
中
の
﹁
其
後
学
館
に
移
ル
﹂
の

記
述
が
あ
る
の
で
こ
の
時
点
で
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
今
後
要
検
討
と
し
た
い
︒

佐
賀
県
立
博
物
館
寄
託
金
武
良
哲
資
料
中
の
金
武
の
﹁
佐
賀
日
記
﹂
に
は
蘭
学
寮
が

嘉
永
四
︵
一
八
五
一
︶
年
以
前
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
記
述
が
い
く
つ
か

み
ら
れ
る
︒
以
下
に
時
系
列
で
紹
介
し
た
い
︒
ま
ず
︑
弘
化
元
︵
一
八
四
四
)年
の
一
二

月
二
〇
日
条
で
あ
る
︒

︻
史
料
二
〇
︼

十
二
月
廿
日

前
日
雨
降
レ
雖
今
日
晴
併
シ
寒
冷
︑
少
将
様
学
官
御
成
座
ニ
於
蘭

学
講
習
御
上
覧
被
遊
︑
出
人
数
六
人
︑
即
島
本
︑
大
石
︑
満
岡
︑
坂
本
︑
高
取
︑

(61
)

吾
藩
主
直
正
が
学
館
で
蘭
学
講
習
を
見
学
し
︑
そ
の
際
の
出
席
者
は
島
本
良
順
︑
大
石

良
英
︑
満
岡
︑
坂
本
︑
高
取
︑
金
武
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
大
石
良
英
は
天

保
一
五
︵
一
八
四
四
︶
年
七
月
一
三
日
︑
直
正
に
一
代
侍
と
し
て
五
人
扶
持
で
召
し
抱

え
ら
れ
て
お

(62
)

り
︑
そ
の
約
五
ヶ
月
後
の
出
来
事
で
あ
る
︒
前
述
の
﹃
旧
藩
学
校
調
﹄
に

毎
月
二
〇
日
は
藩
主
が
臨
校
し
て
教
授
︑
助
教
授
の
講
釈
を
聴
い

(63
)

た
と
あ
る
の
で
︑
ま

さ
し
く
藩
主
鍋
島
直
正
の
臨
校
の
際
の
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
記
述
の
時
点
で
既
に
蘭

学
寮
は
弘
道
館
の
中
に
あ
っ
た
わ
け
で
史
料
一
八
で
言
及
さ
れ
た
当
初
別
な
場
所
に

あ
っ
た
蘭
学
寮
が
弘
道
館
に
移
っ
た
時
期
は
弘
化
元
︵
一
八
四
四
︶
年
一
二
月
以
前
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

久
米
邦
武
は
﹃
公
伝
﹄
で
安
政
二
︵
一
八
五
五
︶
年
︑﹁
五
月
二
十
三
日
自
ら
蘭
学
寮

に
臨
み
て
学
生
の
業
を
視
ら
れ
た
り
き
︒
公
の
蘭
学
寮
に
臨
む
は
是
を
始
め
と
な
す
﹂

と
書
い
て
い

(64
)

る
が
︑
そ
れ
よ
り
一
一
年
も
前
︑
藩
主
直
正
は
二
九
歳
の
時
弘
道
館
内
で

既
に
蘭
学
講
習
を
見
学
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
︒
更
に
﹁
佐
賀
日
記
﹂
の
弘
化
四

︵
一
八
四
七
︶
年
に
は
左
の
記
述
が
あ
る
︒

︻
史
料
二
一
︼

弘
化
四
丁
未

五
月
十
九
日

蘭
学
頭
取
於
学
官
︵
マ
マ
︶
被
申
附

五
月
廿
一
日

大
石
へ
書
状
︑
尚
大
石
之
御
達
書
人
江
送
︑
其
御
達
之
書
面
左

如
私
儀
蘭
学
頭
取
被
仰
置
︑
執
心
之
人
々
稽
古
方
心
遣
罷
在
候
處
︑
今
般
御
参

勤
御
供
被
仰
付
︑
無
程
江
府
罷
越
候
ニ
付
打
追
之
心
遣
難
相
叶
︑
依
之
右
頭

佐賀藩蘭学寮・医学寮の創設及び変遷の再検討

西 留 い ず み

11



取
此
節
御
断
申
上
候
︑
右
ニ
付
而
者
跡
人
柄
御
à
挙
ニ
も
可
相
成
哉
等
ニ

付
︑
此
段
御
達
仕
候
条
︑
筋
々
宜
敷
御
相
達
深
重
頼
入
存
候

以
上

未
五
月

大
石
良
英

田
中
太
郎
左
衛
門
殿

西
牟
田
孫
左
衛
門

(65
)

殿

要
約
す
る
と
︑
蘭
学
頭
取
で
あ
っ
た
大
石
良
英
が
藩
主
の
参
勤
御
供
の
た
め
蘭
学
頭

取
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
︑
代
わ
り
に
金
武
良
哲
が
学
館
で
蘭
学
頭
取
を
命

じ
ら
れ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
︒
こ
こ
で
は
寮
頭
で
は
な
く
蘭
学
頭
取
と
い
う
言
葉
が

使
わ
れ
て
お
り
︑
蘭
学
寮
と
い
う
言
葉
も
出
て
こ
な
い
︒
し
か
し
︑
史
料
一
九
と
二
一

を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
金
武
が
任
命
さ
れ
た
の
は
蘭
学
寮
の
長
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
︒
史
料
二
二
か
ら
は
蘭
学
頭
取
に
任
命
さ
れ
た
金
武
の
稽
古
人
取
り
立
て
の
様
子
が

窺
え
る
︒

︻
史
料
二
二
︼

口
達

永
松
蕙
橘

右
之
人
自
格
護
ニ
而
蘭
学
為
稽
古
江
戸
罷
越
居
被
申
条
︑
当
三
月
遊
学
被
仰
付
候

ニ
付
而
者
︑
自
余
見
合
御
係
よ
り
御
助
力
被
指
出
様
其
筋
被
相
達
度
致
御
達
候
︑

以
上

未

九
月

山
村
良
哲

西
牟
田
孫
左
衛
門
殿

田
中
太
郎
左
衛
門

(66
)

殿

弘
化
四
︵
一
八
四
七
︶
年
九
月
︑
当
時
は
山
村
良
哲
と
い
う
名
前
で
あ
っ
た
金
武
良

哲
が
象
先
堂
に
私
費
で
遊
学
し
た
永
松
蕙
橘
に
藩
か
ら
の
補
助
を
願
い
出
て
い
る
︒
宛

先
は
田
中
太
郎
左
衛
門
と
西
牟
田
孫
左
衛
門
で
あ
る
︒
こ
の
宛
先
は
史
料
二
一
と
同
じ

で
︑
西
牟
田
と
田
中
が
蘭
学
寮
に
関
わ
る
役
職
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
実
際
︑

田
中
太
郎
左
衛
門
は
当
時
弘
道
館
の
都
検
︵
教
頭
︶
で
あ
っ

(67
)

た
︒
西
牟
田
孫
左
衛
門
は

天
保
一
二
︵
一
八
四
一
︶
に
は
献
米
方
で
あ
っ
た

(68
)

が
こ
の
時
期
の
役
職
は
未
だ
確
認
で

き
て
い
な
い
︒

象
先
堂
門
人
姓
名
録
に
は
弘
化
二
︵
一
八
四
五
︶
年
九
月
一
五
日
に
佐
賀
藩
の
上
村

周
聘
が
記
載
さ
れ
て
お
り
︑
二
人
お
い
て
永
松
蕙
橘
の
名
前
が
あ

(69
)

り
︑
上
村
が
入
門
し

た
同
時
期
に
永
松
も
入
門
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
金
武
の
口
達
の
文
言
か
ら
︑
弘

化
二
︵
一
八
四
五
︶
年
に
入
門
し
た
際
は
自
費
遊
学
で
あ
っ
た
が
二
年
後
の
弘
化
四

︵
一
八
四
七
︶
年
に
な
っ
て
藩
か
ら
遊
学
を
命
じ
ら
れ
る
に
至
り
︑
遊
学
費
の
補
助
を
金

武
が
願
出
で
て
い
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
︒
永
松
蕙
橘
は
永
松
玄
洋
の
別
名
で
弘
化
二

︵
一
八
四
五
︶
年
の
時
点
で
は
一
五
歳
︑
藩
に
一
代
医
家
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
五
人
扶

持
を
賜
っ
て
お
り
︑
後
年
好
生
館
指
南
役
差
次
と
な

(70
)

る
︒
東
京
大
学
医
学
部
等
で
活
躍

す
る
永
松
東
海
は
そ
の
養
子
で
あ

(71
)

る
︒

他
方
︑
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
鍋
島
文
庫
﹃
褒
賞
禄
︵
弘
化
三
年
︶﹄
の
嘉
永
元
︵
一
八

四
八
︶
年
の
項
に
は
左
の
記
述
が
あ
る
︒

︻
史
料
二
三
︼

(嘉
永
元
年
︶

山
村
武
左
衛
門
弟

山
村
良
哲

其
方
儀
医
業
心
懸
出
精
療
養
方
手
広
相
整
向
以
︑
御
用
可
相
立
志
ニ
付
︑
向
後
年

西 留 い ず み
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始
御
目
見
江
被
仰
付
候

銀
五
枚

一
類

古
賀
大
助

其
方
一
類
山
村
武
左
衛
門
弟
良
哲
儀
蘭
学
執
心
段
々
熟
達
︑
当
時
蘭
学
寮
心
遣
を

も
被
仰
付
置
︑
地
行
医
業
方
手
広
病
用
之
間
透
を
以
稽
古
人
取
立
等
深
切
差
引
相

整
︑
別
而
骨
折
候
付
目
録
之
通
被
為
拝
領

(72
)

候

前
半
は
山
村
武
左
衛
門
弟
で
あ
る
山
村
︵
金
武
︶
良
哲
が
医
業
出
精
の
た
め
今
後
正

月
に
藩
主
御
目
見
え
を
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
記
述
で
あ
る
︒
後
半
部
は
古
賀
大
助
に
一

類
で
あ
る
山
村
良
哲
が
蘭
学
に
熟
達
し
蘭
学
寮
心
遣
も
命
じ
ら
れ
兼
々
医
業
の
合
間
に

稽
古
人
取
り
立
て
な
ど
親
切
に
行
っ
て
い
る
の
で
銀
五
枚
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
が
書

か
れ
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑
嘉
永
元
︵
一
八
四
八
︶
年
の
時
点
で
山
村
︵
金
武
︶
良
哲
が

蘭
学
寮
心
遣
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
蘭
学
寮
は
存
続
し
て
い
た
と
言
え
る
︒

こ
の
﹁
稽
古
人
取
立
等
深
切
差
引
相
整
︑
別
而
骨
折
候
﹂
と
い
う
記
載
は
前
述
史
料

二
二
な
ど
の
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
そ
の
後
も
金
武
は
稽
古
人
取
り
立
て
を
真
摯
に
行
っ
て

い
た
と
見
え
︑
嘉
永
二
︵
一
八
四
九
︶
年
に
緒
方
洪
庵
の
適
塾
へ
遊
学
を
命
じ
ら
れ
た

坂
本
徳
之
助
に
藩
か
ら
の
助
力
を
願
っ
て
い
る
︒
左
記
史
料
二
四
を
確
認
し
て
み
よ

う
︒

︻
史
料
二
四
︼

嘉
永
二
年
酉

今
四
月

坂
本
徳
之
助
遊
学
被
仰
付
様
願
出
吾
差
出
申
候

口
達

坂
本
徳
之
助

右
之
人
蘭
学
年
来
執
心
厚
数
ケ
年
私
方
相
詰
被
申
別
而
出
精
有
之
處
よ
り
格
別
昇

達
相
成
候
ニ
付
︑
猶
又
為
研
究
去
春
よ
り
五
か
年
之
間
大
坂
緒
方
洪
庵
江
遊
学
願

之
通
り
差
免
︑
為
御
助
力
年
々
金
五
両
宛
被
差
出
難
有
仕
合
奉
存
候
︑
惣
而
同
人

当
時
高
名
之
人
ニ
而
諸
国
よ
り
数
拾
人
之
遊
学
生
有
之
︑
別
而
繁
盛
之
由
ニ
而
︑

日
課
会
業
五
等
ニ
相
立
居
候
趣
ニ
御
座
候
処
徳
之
助
儀
者
差
付
よ
り
二
等
之
会
業

ニ
相
加
︑
猶
又
夜
向
共
出
精
ニ
付
不
遠
上
等
ニ
モ
相
進
可
申
趣
ニ
而
︑
向
後
屹
度

御
用
達
之
人
ニ
御
座
候
︑
然
処
︑
地
行
小
身
困
窮
之
由
場
所
柄
と
申
御
家
元
仕
届

者
勿
論
︑
諸
国
之
人
相
集
ニ
而
何
か
と
不
少
入
費
有
之
︑
実
ニ
難
渋
之
由
ニ
而
︑

年
限
中
詰
続
出
来
不
申
趣
︑
去
迚
微
力
之
私
手
助
等
之
儀
も
不
相
住
︑

(マ
マ
)

甚
以
残
念

千
万
之
儀
ニ
付
近
此
御
達
難
申
上
御
座
候
共
別
段
彼
是
之
次
第
被
仰
聞
詰
何

(マ
マ
)

卒
年

限
中
遊
学
被
仰
付
被
下
候
道
者
有
御
座
間
敷
哉
︑
奉
願
候
於
然
者
御
蔭
ニ
熟

(マ
マ
)

達
本

人
志
願
も
相
届
︑
私
も
難
有
仕
合
奉
存
候
条
︑
当
時
之
御
年
ニ
者
御
座
候
得
共
格

段
之
御
評
議
ヲ
以
為
御
勤
願
之
通
被
仰
付
被
下
候
様
︑
筋
々
宜
敷
御
相
達
被
下
度

深
重
願
入
存
候

酉
閏
四
月

山
村
良
哲

西
牟
田
孫
左
衛
門
殿

横
尾
文
吾

(73
)

殿

緒
方
洪
庵
の
適
塾
へ
遊
学
中
の
坂
本
徳
之
助
が
経
済
的
に
非
常
に
困
窮
し
て
い
る
が

成
績
も
上
が
っ
て
き
て
お
り
︑
将
来
役
立
つ
人
材
で
も
あ
る
の
で
遊
学
が
続
け
ら
れ
る

よ
う
︵
金
銭
的
︶
補
助
を
お
願
い
し
た
い
と
い
う
内
容
で
あ
る
︒
宛
先
は
史
料
二
一
︑

二
二
で
登
場
し
た
西
牟
田
孫
左
衛
門
と
︑
弘
道
館
都
検
で
あ
っ
た
田
中
太
郎
左
衛
門
に

佐賀藩蘭学寮・医学寮の創設及び変遷の再検討
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代
わ
っ
て
横
尾
文
吾
で
あ
る
︒
横
尾
文
吾
は
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
﹃
公
伝
﹄
に

よ
る
と
や
は
り
弘
道
館
の
都
検
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
あ

(74
)

り
︑
ど
ち
ら
も
弘
道
館
の
事

務
方
の
長
に
差
し
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
︑
山
村
︵
金
武
︶
良
哲
が
弘
化

元
︵
一
八
四
四
︶
年
一
二
月
か
ら
少
な
く
と
も
嘉
永
二
︵
一
八
四
九
︶
年
四
月
ま
で
の

間
︑
弘
道
館
内
の
蘭
学
寮
心
遣
を
務
め
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
期
間
︑
蘭
学
寮
が
存
続

し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
︒

以
上
の
史
料
か
ら
判
明
し
た
こ
と
を
左
に
要
約
す
る
︒

①

天
保
一
一
︵
一
八
四
〇
︶
年
六
月
に
蘭
学
寮
が
創
設
さ
れ
︵
当
初
の
設
置
場
所

は
不
明
︶︑
遅
く
と
も
弘
化
元
︵
一
八
四
四
︶
年
一
二
月
以
前
に
弘
道
館
に
移
っ

た
︒
創
設
時
︑
島
本
龍
嘯
︵
良
順
︶
が
そ
の
初
代
寮
頭
に
命
じ
ら
れ
︑
そ
の
際

の
使
者
は
弘
道
館
教
諭
草
場
磋
助
︵
珮
川
︶
で
あ
っ
た
︒

②

弘
化
元
︵
一
八
四
四
︶
年
一
二
月
︑
藩
主
鍋
島
直
正
が
弘
道
館
に
て
蘭
学
講
習

を
上
覧
︒
そ
の
際
の
出
席
者
は
島
本
良
順
︑
大
石
良
英
︑
山
村
︵
金
武
︶
良
哲
︑

坂
本
徳
之
助
︑
満
岡
︑
高
取
で
あ
っ
た
︒

③

弘
化
四
︵
一
八
四
七
︶
年
五
月
︑
山
村
︵
金
武
︶
良
哲
が
大
石
良
英
に
代
り
蘭

学
頭
取
を
命
じ
ら
れ
た
︒
九
月
に
象
先
堂
遊
学
生
永
松
蕙
橘
に
対
す
る
補
助
を

願
っ
て
い
る
︒

④

嘉
永
元
︵
一
八
四
八
︶
年
時
点
で
医
業
出
精
の
た
め
山
村
︵
金
武
︶
良
哲
が
今

後
御
目
見
え
を
命
じ
ら
れ
た
︒
山
村
︵
金
武
︶
が
蘭
学
寮
心
遣
を
務
め
︑
兼
々

医
業
︑
稽
古
人
取
立
を
真
摯
に
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
一
類
で
あ
る
古
賀
大
助
が

銀
五
枚
拝
領
し
て
い
る
︒

⑤

嘉
永
二
︵
一
八
四
九
︶
年
四
月
︑
山
村
︵
金
武
︶
良
哲
は
適
塾
遊
学
生
坂
本
徳

之
助
に
遊
学
費
の
補
助
を
願
っ
て
お
り
︑
そ
の
時
点
で
も
蘭
学
寮
役
職
者
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
同
じ
く
蘭
学
寮
も
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
了
解
さ

れ
る
︒

こ
の
五
点
を
考
え
合
わ
せ
る
と
︑
天
保
一
一
︵
一
八
四
〇
︶
年
六
月
に
蘭
学
寮
が
創

設
さ
れ
て
お
り
︑
島
本
良
順
︑
大
石
良
英
︑
山
村
︵
金
武
︶
良
哲
ら
が
そ
の
長
を
務
め
︑

少
な
く
と
も
嘉
永
二
︵
一
八
四
九
︶
年
ま
で
は
継
続
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
︒

蘭
学
寮
は
当
初
は
弘
道
館
以
外
の
場
所
に
あ
っ
た
が
遅
く
と
も
弘
化
元
︵
一
八
四
四
︶

年
一
二
月
ま
で
に
は
弘
道
館
に
移
さ
れ
た
︒
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
嘉
永
四
︵
一
八
五

一
︶
年
に
医
学
寮
の
中
に
蘭
学
寮
が
創
設
さ
れ
た
と
い
う
通
説
は
訂
正
さ
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
︒三

蘭
学
寮
創
設
と
天
保
の
改
革

蘭
学
寮
の
創
設
が
嘉
永
四
︵
一
八
五
一
︶
年
で
は
な
く
天
保
一
一
︵
一
八
四
〇
︶
年

で
あ
り
︑
当
初
︑
別
な
場
所
に
設
置
さ
れ
た
に
し
ろ
遅
く
と
も
弘
化
元
︵
一
八
四
四
︶

年
一
二
月
ま
で
に
は
改
築
さ
れ
た
新
し
い
弘
道
館
の
中
に
移
転
し
た
こ
と
の
意
義
を
考

え
た
い
︒

一
〇
代
藩
主
鍋
島
直
正
は
天
保
元
︵
一
八
三
〇
︶
年
に
藩
主
を
引
き
継
ぐ
が
︑
直
正

が
幼
い
頃
の
側
頭
で
︑
襲
封
後
は
年
寄
相
談
役
筆
頭
と
な
っ
た
の
が
古
賀
穀
堂
で
あ
っ

(75
)

た
︒
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
で
は
藩
儒
で
あ
り
な
が
ら
開
明
的
思
想
の
持
ち
主
で
あ
る
古

賀
穀
堂
が
侍
講
と
な
り
︑
若
き
直
正
に
強
い
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
が
︑
最
新
の
研
究
で
は
伊
藤
昭
弘
氏
が
朱
子
学
者
で
あ
る
古
賀
穀
堂
に
師
事

し
た
直
正
が
自
己
研
鑽
し
徳
を
積
み
人
々
の
模
範
と
な
り
正
し
い
政
治
を
行
う
﹁
修
己

治
人
﹂
を
政
治
の
根
本
と
し
て
い
た
と
指
摘
し
て
い

(76
)

る
︒
古
賀
穀
堂
の
開
明
的
思
想
と

そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
直
正
の
西
洋
志
向
︑
い
わ
ゆ
る
蘭
癖
が
強
調
さ
れ
る
従
来
の

研
究
史
に
お
い
て
新
た
な
側
面
を
見
せ
る
指
摘
と
言
え
よ
う
︒
本
稿
で
は
直
正
の
政
治

西 留 い ず み

14



指
針
に
つ
い
て
紙
数
を
割
け
な
い
が
従
来
の
研
究
史
に
加
え
て
伊
藤
氏
の
最
新
の
研
究

を
加
え
つ
つ
簡
略
に
当
時
の
政
治
情
勢
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
︒

襲
封
当
時
直
正
は
一
七
歳
と
若
輩
で
︑
隠
居
後
も
父
の
周
辺
を
固
め
て
い
た
門
閥
層

の
家
臣
た
ち
が
実
質
的
な
藩
政
の
主
導
者
で
あ
っ
た
︒
天
保
六
︵
一
八
三
五
︶
年
五
月

一
一
日
の
佐
賀
城
二
ノ
丸
焼
失
を
き
っ
か
け
に
直
正
は
主
に
改
革
派
の
家
臣
た
ち
と
と

も
に
藩
政
改
革
に
乗
り
出
し
︑
焼
失
の
翌
月
に
は
藩
政
府
の
要
人
の
多
く
は
更
迭
︑
罷

免
さ
れ
︑
直
正
の
庶
兄
で
あ
る
鍋
島
安
房
︑
井
内
伝
衛
門
︑
中
村
彦
之
充
が
藩
政
の
中

枢
に
乗
り
出

(77
)

す
︒
伊
藤
氏
は
こ
の
時
︑
任
を
解
か
れ
た
成
富
十
右
衛
門
ら
守
旧
派
要
人

た
ち
は
役
職
が
差
次
で
あ
り
︑
本
役
が
解
職
さ
れ
た
と
の
記
述
は
な
い
と
指
摘
︑
二
ノ

丸
火
災
後
も
門
閥
層
は
依
然
と
し
て
藩
政
の
中
枢
に
残
っ
て
お
り
人
事
面
で
劇
的
変
化

は
生
じ
て
お
ら
ず
︑
む
し
ろ
火
災
以
前
の
体
制
を
強
化
し
た
と
の
評
価
を
与
え
て
い

(78
)

る
︒
そ
う
い
っ
た
側
面
は
あ
り
つ
つ
も
直
正
の
側
近
で
あ
っ
た
古
賀
穀
堂
︑
牟
田
口
藤

右
衛
門
︑
永
山
十
兵
衛
ら
が
藩
校
弘
道
館
の
重
職
を
占
め
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
︒
伊

藤
氏
も
二
ノ
丸
焼
失
の
際
の
新
人
事
に
関
し
て
﹁
注
目
す
べ
き
は
︑
側
近
か
門
閥
か
と

い
う
対
立
構
造
で
は
な
く
︑
前
述
の
井
内
を
は
じ
め
︑
弘
道
館
の
教
官
を
務
め
た
り
︑

朱
子
学
者
古
賀
精
里
・
穀
堂
の
も
と
で
学
ん
だ
者
が
多
く
登
用
さ
れ
た
点
で
あ
る
﹂
と

述
べ
て
い

(79
)

る
︒
古
賀
穀
堂
は
天
保
七
︵
一
八
三
六
︶
年
に
亡
く
な
る
が
︑
穀
堂
亡
き
あ

と
も
穀
堂
や
そ
の
父
古
賀
精
里
に
育
て
ら
れ
た
人
材
が
御
仕
組
所
に
多
く
配
置
さ
れ
た

と
伊
藤
氏
は
指
摘
す

(80
)

る
︒

天
保
一
一
︵
一
八
四
〇
︶
年
に
は
学
館
経
費
が
増
額
さ
れ
弘
道
館
も
改
築
さ
れ
た
︒

そ
の
面
積
は
こ
れ
ま
で
の
約
三
倍
と
な
り
︑
武
芸
場
︑
馬
責
馬
場
な
ど
も
設
け
ら
れ
文

武
両
道
の
殿
堂
と
な
っ

(81
)

た
︒
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
弘
道
館
は
直
正
と
穀
堂
︑
改
革

派
の
重
臣
た
ち
が
一
丸
と
な
っ
て
推
進
し
て
き
た
学
問
と
人
材
登
用
を
重
視
す
る
天
保

の
改
革
の
結
晶
と
言
え
よ
う
︒
生
馬
寛
信
氏
は
佐
賀
藩
の
天
保
期
に
お
け
る
学
政
の
組

織
化
に
つ
い
て
﹁
学
政
改
革
を
藩
政
改
革
の
一
環
に
位
置
づ
け
︑
明
確
な
目
的
意
識
の

も
と
で
︑
公
的
に
学
校
を
制
度
化
し
た
こ
と
︑
学
校
が
根
本
学
校
と
し
て
の
官
学
校
だ

け
で
な
く
︑
医
学
︑
外
国
語
︑
理
化
学
︑
工
業
︑
軍
事
の
面
ま
で
多
角
的
に
設
立
さ
れ
︑

し
か
も
そ
れ
ら
が
系
統
的
・
有
機
的
に
結
合
し
て
い

(82
)

た
︵
後
略
︶﹂
と
述
べ
て
い
る
︒
蘭

学
寮
の
創
設
時
期
が
天
保
一
一
︵
一
八
四
〇
︶
年
で
あ
っ
た
こ
と
の
意
味
は
ま
さ
に
こ

こ
に
あ
る
︒
古
賀
穀
堂
が
﹃
学
政
管
見
﹄
で
﹁
近
来
蘭
学
大
ニ
啓
ケ
テ
︑
ソ
ノ
学
フ
ト

コ
ロ
ハ
︑
曾
テ
和
蘭
陀
ノ
学
問
ト
云
事
ア
ラ
ス
︑
世
界
一
統
ノ
事
ヲ
キ
ワ
メ
シ
ル
事
ナ

(83
)

リ
﹂
と
そ
の
有
用
性
を
説
い
た
蘭
学
の
学
校
が
弘
道
館
を
拡
大
・
整
備
す
る
中
で
創
設

さ
れ
た
こ
と
は
佐
賀
藩
天
保
改
革
の
所
産
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
︒

最
後
に
古
賀
穀
堂
が
﹃
学
政
管
見
﹄
と
﹃
済
急
封
事
﹄
で
学
問
奨
励
と
と
も
に
重
き

を
置
い
て
い
た
人
材
登
用
に
関
す
る
史
料
を
あ
げ
る
︒
藩
主
直
正
と
請
役
鍋
島
安
房
の

指
示
を
諸
役
に
達
す
る
こ
と
を
書
き
記
し
た
史
料
の
天
保
十
二
︵
一
八
四
一
︶
年
六
月

一
三
日
条
に
左
の
文
面
が
あ
る
︒

︻
史
料
二
五
︼

諸
役
其
外
人
柄
御
選
挙
之
儀
差
定
候
拠
無
之
︑
一
体
弘
道
館
之
儀
斯
之
通
御
改
築

御
家
中
御
取
立
相
成
儀
候
処
︑
偶
ニ
は
左
�
文
武
之
心
懸
無
之
人
を
も
御
à
立
有

之
候
通
と
も
ニ
て
は
彼
是
不
致
一
貫
︑
御
趣
意
難
相
立
ニ
付
︑
い
つ
れ
弘
道
館
之

義
を
御
à
挙
之
基
本
ニ
被
相
立
置
︑
已
来
諸
役
は
勿
論
御
使
者
其
外
一
切
御
用
向

被
仰
付
候
節
は
︑
文
武
志
厚
之
人
ゟ
御
à
挙
相
成
候
様
之

(84
)

事

要
約
す
る
と
諸
役
は
人
柄
で
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
が
︑
時
々
そ
こ
ま
で
文
武
の
心
が

け
が
な
い
人
が
選
ば
れ
る
場
合
も
あ
り
一
貫
性
が
な
い
︑
弘
道
館
の
例
を
人
を
選
ぶ
場

合
の
基
本
と
し
︑
諸
役
は
勿
論
︑
使
者
そ
の
他
全
て
文
武
の
志
が
厚
い
人
を
選
ぶ
よ
う

佐賀藩蘭学寮・医学寮の創設及び変遷の再検討
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に
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒

史
料
二
一
で
み
た
よ
う
に
金
武
良
哲
が
大
石
良
英
に
代
わ
り
蘭
学
頭
取
を
命
じ
ら
れ

て
い
る
が
︑
な
ぜ
こ
の
時
選
ば
れ
た
の
が
金
武
良
哲
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
て
み
た
い
︒
金
武
は
職
人
出
身
と
言
わ
れ
る
蘭
方
医
で
あ
っ

(85
)

た
︒
島
本
良
順
の
元
で

修
業
し
天
保
一
〇
︵
一
八
三
九
︶
年
に
は
江
戸
へ
遊
学
︑
象
先
堂
で
伊
東
玄
朴
の
代
診

や
会
読
な
ど
の
蘭
学
修
業
を
熱
心
に
行
っ
て
い
る
︒
天
保
一
二
︵
一
八
四
一
︶
年
一
一

月
に
帰
藩
し
︑
佐
賀
城
下
中
町
で
開
業
し
て
い
た
が
弘
化
初
期
に
は
請
役
で
弘
道
館
頭

人
で
あ
っ
た
請
役
鍋
島
安
房
に
見
出
さ
れ
家
来
と
な
っ
た
︒
金
武
の
蘭
学
に
対
す
る
志

の
厚
さ
と
象
先
堂
で
伊
東
玄
朴
の
代
診
を
任
さ
れ
た
ほ
ど
の
力
量
を
見
込
ん
で
請
役
鍋

島
安
房
は
自
身
の
家
来
に
取
り
た
て
︑
つ
い
に
は
大
石
良
英
に
代
わ
り
蘭
学
頭
取
に
任

じ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
︒
一
方
で
金
武
の
力
量
と
は
別
に
彼
の
出
自
や
蘭
学
に
対
す
る

真
摯
な
態
度
が
人
選
の
要
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
︒
藩
首
脳
部
︑
弘
道
館
中
枢
部
が

行
お
う
と
し
て
い
た
人
材
登
用
策
を
具
現
化
し
︑
よ
り
広
く
そ
の
施
策
を
知
ら
し
め
る

た
め
に
は
職
人
出
身
で
蘭
学
に
執
心
な
金
武
の
登
用
が
身
分
は
低
く
と
も
学
問
に
精
進

す
れ
ば
重
い
役
も
任
さ
れ
る
こ
と
を
表
わ
す
格
好
の
事
例
で
あ
る
と
当
時
の
為
政
者
た

ち
が
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
筆
者
は
推
察
す
る
︒

お
わ
り
に

今
回
︑
島
本
良
順
を
頭
取
と
し
て
天
保
一
一
︵
一
八
四
〇
︶
年
に
蘭
学
寮
が
創
設
さ

れ
た
と
い
う
従
来
看
過
さ
れ
て
き
た
生
馬
寛
信
氏
の
指
摘
を
金
武
良
哲
の
﹁
佐
賀
日

記
﹂︑﹃
褒
賞
禄
﹄
や
﹃
御
記
録
﹄
な
ど
の
史
料
か
ら
︑
ま
た
﹃
直
正
公
譜
﹄︑﹃
直
正
公

年
譜
地
取
﹄︑﹃
旧
藩
学
校
調
﹄
と
い
う
基
本
史
料
を
精
査
す
る
中
で
裏
付
け
る
こ
と
が

で
き
た
︒
そ
の
後
︑
寮
頭
が
大
石
良
英
︑
金
武
良
哲
と
続
く
こ
と
も
新
し
い
知
見
で
あ

る
︒
医
学
寮
の
変
遷
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え

る
︒『公

伝
﹄
に
つ
い
て
は
筆
者
も
時
に
応
じ
て
使
用
し
便
宜
に
預
か
っ
て
い
る
が
︑
伊
藤

昭
弘
氏
は
久
米
邦
武
に
敬
意
を
表
し
つ
つ
も
﹁﹃
公
伝
﹄
は
史
料
で
は
な
く
︑
あ
く
ま
で

久
米
邦
武
と
い
う
研
究
者
の
著
書
に
す
ぎ
な
い
﹂
と
述
べ
て
い

(86
)

る
︒
編
纂
物
で
あ
る
と

い
う
﹃
公
伝
﹄
の
資
料
的
性
格
を
把
握
し
︑
書
か
れ
た
こ
と
を
典
拠
と
す
る
場
合
は
そ

の
一
次
史
料
を
独
自
に
確
認
し
て
使
用
す
る
姿
勢
が
必
要
と
な
ろ
う
︒

近
世
社
会
に
お
い
て
学
校
を
創
設
す
る
と
い
う
こ
と
は
今
日
の
経
営
的
か
つ
商
業
的

な
意
味
も
併
せ
持
つ
学
校
建
設
と
は
意
味
合
い
が
違
っ
て
い
た
︒
当
時
の
教
育
と
い
う

概
念
に
は
真
の
意
味
で
人
を
創
り
上
げ
る
と
い
う
理
念
が
あ
っ
た
と
筆
者
は
考
え
て
い

る
︒
通
説
ど
お
り
嘉
永
四
︵
一
八
五
一
︶
年
に
初
め
て
蘭
学
寮
が
医
学
寮
に
併
設
さ
れ

る
形
で
創
設
さ
れ
︑
そ
の
理
由
が
史
料
一
七
に
あ
る
よ
う
に
火
術
発
展
が
そ
の
目
的

で
︑
蘭
書
を
読
め
る
の
は
医
者
と
言
う
こ
と
で
医
学
寮
の
中
に
蘭
学
寮
を
建
て
た
の
で

あ
れ
ば
︑
蘭
学
寮
は
実
用
の
た
め
に
蘭
書
を
読
み
こ
な
す
一
種
の
職
人
を
育
て
る
一
役

局
に
過
ぎ
な
く
な
る
︒
安
政
元
︵
一
八
五
四
︶
年
︑
火
術
方
に
蘭
学
寮
を
併
設
し
た
の

も
そ
れ
は
最
早
︑
真
の
意
味
で
の
学
校
で
は
な
く
︑
語
弊
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
い
わ
ゆ

る
実
用
重
視
の
専
門
機
関
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
︒
今
回
検
証
し
た
と
お

り
天
保
一
一
︵
一
八
四
〇
︶
年
に
学
問
の
殿
堂
と
し
て
大
規
模
に
改
築
さ
れ
た
弘
道
館

と
と
も
に
創
設
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
蘭
学
寮
は
真
の
意
味
で
の
学
校
で
あ
っ
た
と
筆
者

は
捉
え
た
い
︒
学
校
と
は
古
賀
穀
堂
も
﹁
忽
テ
学
問
ノ
枢
要
ナ
ル
ト
コ
ロ
ハ
︑
芸
術

︵
技
術
︶
ノ
上
ニ
ア
ラ

(87
)

ズ
﹂
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
実
益
の
た
め
だ
け
に
技
術
を
教
え
る

場
で
は
な
い
と
考
え
る
︒

今
回
︑
蘭
学
寮
︑
医
学
寮
の
創
設
と
変
遷
に
つ
い
て
従
来
の
通
説
に
再
検
討
を
加
え

た
が
そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
一
度
創
設
さ
れ
た
も
の
が
当
初
の
理
想
と
学
習
内

西 留 い ず み
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容
︑
規
模
を
保
っ
て
継
続
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
難
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
︒
時
代
の
流
れ
や
為
政
者
の
考
え
な
ど
に
よ
っ
て
休
止
し
た
り
︑
場
所
を
変
え
て
再

興
さ
れ
た
り
︑
管
轄
が
変
わ
っ
た
り
と
言
う
こ
と
が
度
々
起
こ
り
︑
創
設
時
期
や
推
移

が
不
明
瞭
と
な
り
︑
本
稿
で
も
詳
細
が
明
ら
か
と
な
っ
た
と
は
言
い
難
い
︒
そ
こ
で
教

授
さ
れ
た
学
問
の
中
身
に
つ
い
て
も
史
料
的
制
約
が
あ
り
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
と
な
っ
て

い
な
い
︒
筆
者
の
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
︒

蘭
学
寮
創
設
時
期
の
再
検
討
に
よ
り
︑
蘭
学
と
い
う
新
し
い
学
問
︑
そ
の
教
育
機
関

で
あ
る
蘭
学
寮
が
天
保
改
革
に
果
た
し
た
象
徴
的
役
割
︑
藩
主
や
藩
の
中
枢
︑
藩
校
の

執
行
部
︑
そ
し
て
蘭
学
者
た
ち
に
与
え
た
新
し
い
希
望
の
よ
う
な
も
の
を
改
め
て
評
価

で
き
た
と
考
え
る
︒

︿
註
﹀

︵
１
︶
杉
本
勲
編
﹃
近
代
西
洋
文
明
と
の
出
会
い
﹄
︱
黎
明
期
の
西
南
雄
藩

思
文
閣
出
版

一
九
八

九
年
一
〇
月

九
頁

︵
２
︶
中
野
正
裕
﹁
幕
末
佐
賀
藩
科
学
技
術
系
役
局
の
変
遷
﹂﹁
幕
末
佐
賀
藩
の
科
学
技
術
﹂
編
集
委
員

会
﹃
幕
末
佐
賀
藩
の
科
学
技
術

下

洋
学
摂
取
と
科
学
技
術
の
発
展
﹄
岩
田
書
院

二
〇
一

六
年
二
月

︵
３
︶
中
野
禮
四
郎
編
﹃
鍋
島
直
正
公
伝
第
三
編
﹄
一
九
二
〇
年
︵
四
八
四
頁
︶︑
酒
井
シ
ヅ
﹁
佐
賀
藩

の
医
学
﹂﹃
近
代
西
洋
文
明
と
の
出
会
い
︱
黎
明
期
の
西
南
諸
藩
﹄
思
文
閣
出
版
一
九
八
九
年

︵
一
五
三
頁
︶︑
鍵
山
栄
﹃
佐
賀
医
療
百
年
﹄
佐
賀
県
医
師
会

一
九
七
九
年
一
一
月
︵
八
〇
頁
︶︑

西
村
謙
三
﹃
佐
賀
県
教
育
五
十
年
史
上
編
﹄
佐
賀
県
教
育
会

一
九
二
七
年
五
月
︵
二
二
一
頁
︶

等
で
嘉
永
四
年
創
設
と
さ
れ
て
い
る
︒

︵
４
︶
生
馬
寛
信
﹁
白
石
鍋
島
記
録
に
み
る
幕
末
期
佐
賀
藩
の
教
育
﹂﹃
地
域
文
化
研
究
︵
１
︶﹄
佐
賀

大
学
地
域
文
化
綜
合
研
究
会

一
九
八
七
年
三
月

四
五
頁

︵
５
︶
久
米
邦
武
は
天
保
一
〇
︵
一
八
三
九
︶
年
生
ま
れ
で
一
〇
代
藩
主
鍋
島
直
正
に
近
侍
︑
文
久
三

︵
一
八
六
三
︶
年
に
は
藩
校
弘
道
館
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
る
︒
明
治
以
降
は
修
史
局
編
修
官
と

な
り
東
京
大
学
の
国
史
学
教
授
も
務
め
た
歴
史
学
者
で
あ
る
︒﹃
鍋
島
直
正
公
伝
﹄
に
解
説
を

執
筆
し
た
城
島
正
祥
氏
は
﹁
元
治
元
年
直
正
の
御
側
に
仕
え
て
以
来
そ
の
知
遇
に
浴
し
︑
も
っ

と
も
よ
く
直
正
の
人
柄
を
知
る
と
共
に
そ
の
す
ぐ
れ
た
識
見
を
理
解
し
た
博
士
が
︑
自
ら
体
験

し
見
分
し
た
事
実
と
博
捜
し
た
文
書
・
記
録
を
照
合
し
︑
幕
末
・
維
新
史
に
つ
い
て
の
広
い
視

野
の
下
に
鋭
い
洞
察
を
加
え
て
い
る
﹂
と
し
な
が
ら
も
﹁
史
料
の
明
示
が
省
か
れ
て
い
る
こ
と
﹂

や
記
述
に
関
し
て
の
誤
り
も
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
︒

︵
６
︶
伊
藤
昭
弘
編
﹃
古
文
書
に
見
る
鍋
島
直
正
の
藩
政
改
革
︵
二
︶﹄

佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー

二
〇
一
八
年

六
頁

︵
７
︶
生
馬
寛
信
﹁
幕
末
期
・
佐
賀
藩
弘
道
館
教
官
の
登
用
問
題
﹂
幕
末
維
新
学
校
研
究
会
編
﹃
幕
末

維
新
期
に
お
け
る
﹁
学
校
﹂
の
組
織
化
﹄

一
九
九
六
年
二
月

四
六
七
頁

︵
８
︶
拙
稿
﹁
伊
東
玄
朴
と
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
﹂﹃
洋
学
26
﹄
二
〇
一
九
年
四
月

四
二
頁

︵
９
︶
金
武
良
哲
の
日
記
に
つ
い
て
は
拙
著
﹁
佐
賀
藩
蘭
学
者
金
武
良
哲
の
知
識
形
成
に
関
す
る
史
料

学
的
研
究
﹂
二
〇
一
四
年
三
月

に
詳
し
い
︒

︵
10
︶
古
賀
穀
堂
が
﹁
学
政
管
見
﹂
で
医
学
校
を
提
言
し
た
際
に
は
﹁
学
館
︵
弘
道
館
・
筆
者
註
︶
ノ

内
ニ
医
学
館
を
持
込
ニ
シ
テ
ソ
ノ
稽
古
寮
ヲ
立
︑
上
手
ノ
医
者
ニ
命
セ
ラ
レ
テ
医
学
寮
ノ
教
授

ト
シ
テ
︵
後
略
︶﹂
と
あ
り
︑
医
学
館
は
弘
道
館
内
で
学
問
を
学
ぶ
と
こ
ろ
︑
医
学
寮
は
実
技
を

稽
古
す
る
と
こ
ろ
と
し
て
分
け
て
考
え
て
い
た
よ
う
だ
が
︑
実
際
に
医
学
校
が
創
設
さ
れ
て
か

ら
は
そ
の
よ
う
な
区
別
は
な
く
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
お
い
て
医
学
館
︑
医
学
寮
と
呼
ば
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
︒
白
石
家
の
記
録
を
見
て
も
天
保
五
︵
一
八
三
四
︶
年
一
二
月
に
は
医
学
館

と
記
載
さ
れ
︑
翌
天
保
六
︵
一
八
三
五
︶
年
二
月
に
は
医
学
寮
と
あ
り
︑
そ
れ
以
降
も
医
学
寮

と
な
っ
て
い
る
︒﹃
鍋
島
直
正
公
伝
﹄
で
は
主
に
医
学
館
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
医
学
寮
と
表

記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
見
ら
れ
る
︒﹃
草
場
珮
川
日
記
﹄
で
は
一
貫
し
て
医
学
寮
と
記
載
さ
れ

て
い
る
が
︑
そ
の
子
草
場
船
山
は
医
学
館
と
日
記
に
書
い
て
い
る
︒
一
方
︑﹃
相
良
知
安
翁
懐
旧

譚
﹄
で
は
医
学
館
と
呼
ば
れ
て
お
り
そ
こ
か
ら
鑑
み
る
と
天
保
五
︵
一
八
三
四
︶
年
に
創
設
さ

れ
た
当
初
は
医
学
館
と
呼
ば
れ
て
お
り
そ
の
後
比
較
的
早
い
段
階
で
医
学
寮
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
た
め
本
稿
で
は
医
学
寮
で
統
一
し
た
︒

︵
11
︶﹃
佐
賀
県
近
世
史
料

第
八
編
第
四
巻
﹄
佐
賀
県
立
図
書
館

二
〇
一
三
年
三
月

一
三
頁

︵
12
︶
前
掲
﹃
佐
賀
県
近
世
史
料

第
八
編
第
四
巻
﹄

一
〇
五
頁

︵
13
︶﹁
相
良
知
安
翁
懐
旧
譚
﹂﹃
医
海
時
報
第
五
百
一
号
﹄
一
九
〇
四
年
一
月

七
〇
頁

h
ttp
://sag
arach
ian
.jp
/site_files/file/k
aik
y
u
tan
2.p
d
f

︵
14
︶
佐
賀
医
学
史
研
究
会
編
﹃
佐
賀
医
人
伝
﹄
佐
賀
新
聞
社

二
〇
一
八
年
一
〇
月

九
九
頁

︵
15
︶
前
掲
﹁
相
良
知
安
翁
懐
旧
譚
﹂

七
〇
頁

佐賀藩蘭学寮・医学寮の創設及び変遷の再検討
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︵
16
︶﹃
明
和
八
年
・
佐
賀
城
下
屋
鋪
御
帳
扣
﹄
財
団
法
人
鍋
島
報
效
会

二
〇
一
二
年

二
七
頁

︵
17
︶
木
崎
愛
吉
﹃
頼
山
陽
全
書

全
伝
上
巻
﹄

頼
山
陽
先
生
遺
蹟
顕
彰
会

一
九
三
一
年
一
二
月

四
四
九
頁

︵
18
︶
中
野
禮
四
郎
編
﹃
鍋
島
直
正
公
伝
第
二
編
﹄
一
九
二
〇
年
八
月

一
四
一
～
一
四
二
頁

︵
19
︶
前
掲
﹃
明
和
八
年
・
佐
賀
城
下
屋
鋪
御
帳
扣
﹄

三
四
頁

︵
20
︶
前
掲
﹁
相
良
知
安
翁
懐
旧
譚
﹂

七
〇
頁

︵
21
︶﹃
佐
賀
県
近
世
史
料

第
一
編
第
十
一
巻
﹄
佐
賀
県
立
図
書
館

二
〇
〇
三
年
三
月

四
七
〇
～

四
七
一
頁

︵
22
︶
註
︵
13
︶
参
照

︵
23
︶
前
掲
﹃
鍋
島
直
正
公
伝
第
二
編
﹄

一
四
四
頁

︵
24
︶
前
掲
﹃
佐
賀
県
近
世
史
料

第
八
編
第
四
巻
﹄

六
五
四
頁

︵
25
︶
前
掲
﹃
鍋
島
直
正
公
伝
第
二
編
﹄

一
一
六
～
一
一
七
頁

︵
26
︶
伊
東
栄
﹃
伊
東
玄
朴
伝
﹄
玄
文
社

一
九
一
六
年

伊
東
玄
朴
年
譜
四
五
頁

︵
27
︶
三
好
不
二
雄
監
修
︑
三
好
嘉
子
校
註
・
解
題
﹃
草
場
珮
川
日
記

下
巻
﹄

財
団
法
人
西
日
本
文

化
協
会

一
九
八
〇
年
三
月

五
二
一
頁

︵
28
︶
前
掲
﹃
佐
賀
県
近
世
史
料

第
一
編
第
十
一
巻
﹄

四
三
頁

︵
29
︶
鍵
山
栄
﹃
佐
賀
の
蘭
学
者
た
ち
﹄
佐
賀
新
聞
社

一
八
七
六
年
一
〇
月

八
一
頁

︵
30
︶
前
掲
﹁
幕
末
佐
賀
藩
科
学
技
術
系
役
局
の
変
遷
﹂

一
五
〇
頁

︵
31
︶
前
掲
﹃
佐
賀
県
近
世
史
料

第
一
編
第
十
一
巻
﹄

五
六
四
頁

︵
32
︶
前
掲
﹃
佐
賀
県
近
世
史
料

第
一
編
第
十
一
巻
﹄

八
七
頁

︵
33
︶
荒
木
見
悟
監
修
︑
三
好
嘉
子
校
註
﹃
草
場
船
山
日
記
﹄
文
献
出
版

一
九
九
七
年
一
〇
月

五

頁

︵
34
︶
前
掲
﹃
草
場
珮
川
日
記

下
巻
﹄

珮
川
日
記
年
表

九
頁

︵
35
︶
前
掲
﹃
草
場
船
山
日
記
﹄

六
九
一
頁

︵
36
︶
前
掲
﹃
草
場
珮
川
日
記

下
巻
﹄

五
一
九
頁

︵
37
︶
前
掲
﹃
草
場
船
山
日
記
﹄

六
頁

︵
38
︶
前
掲
﹃
草
場
船
山
日
記
﹄

七
頁

︵
39
︶
前
掲
﹃
草
場
船
山
日
記
﹄

七
八
頁

︵
40
︶
註
︵
19
︶
参
照

︵
41
︶
前
掲
﹃
伊
東
玄
朴
伝
﹄
伊
東
玄
朴
年
譜

四
八
頁

︵
42
︶
青
木
歳
幸
﹁
佐
賀
藩
に
お
け
る
西
洋
医
学
の
受
容
と
展
開
﹂﹃
幕
末
佐
賀
藩
の
科
学
技
術

下

洋
学
摂
取
と
科
学
技
術
の
発
展
﹄
岩
田
書
院

二
〇
一
六
年
二
月

六
〇
頁

︵
43
︶
前
掲
﹁
佐
賀
藩
に
お
け
る
西
洋
医
学
の
受
容
と
展
開
﹂

六
〇
頁

︵
44
︶
前
掲
﹁
佐
賀
藩
に
お
け
る
西
洋
医
学
の
受
容
と
展
開
﹂

六
一
頁

︵
45
︶
前
掲
﹁
佐
賀
藩
に
お
け
る
西
洋
医
学
の
受
容
と
展
開
﹂

六
一
頁

︵
46
︶
前
掲
﹃
鍋
島
直
正
公
伝
第
三
編
﹄

四
八
四
頁

︵
47
︶
前
掲
﹁
相
良
知
安
翁
懐
旧
譚
﹂

十
八
頁

︵
48
︶
前
掲
﹃
草
場
珮
川
日
記

下
巻
﹄

五
五
八
頁

︵
49
︶
前
掲
﹃
草
場
珮
川
日
記

下
巻
﹄

五
六
二
︑
六
○
一
︑
六
○
二
︑
六
一
八
︑
六
二
四
︑
六
二
七
︑

六
三
〇
頁

︵
50
︶
前
掲
﹃
佐
賀
の
蘭
学
者
た
ち
﹄

八
二
頁

︵
51
︶
青
木
歳
幸
﹁
好
生
の
徳
と
好
生
館
の
創
始
﹂﹃
好
生
館
１
８
０
年
記
念
誌
﹄

佐
賀
県
立
医
療
セ

ン
タ
ー
好
生
館

二
〇
一
七
年
一
〇
月

六
一
頁

︵
52
︶
前
掲
﹁
好
生
の
徳
と
好
生
館
の
創
始
﹂

六
一
頁

︵
53
︶
前
掲
﹁
好
生
の
徳
と
好
生
館
の
創
始
﹂

六
一
頁

︵
54
︶
前
掲
﹃
明
和
八
年
・
佐
賀
城
下
屋
鋪
御
帳
扣
﹄

二
七
頁

︵
55
︶
青
木
歳
幸
﹃
佐
賀
藩
の
医
学
﹄

佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

二
〇
一
九
年
三

月

六
七
～
六
八
頁

︵
56
︶
前
掲
﹃
佐
賀
県
近
世
史
料

第
一
編
第
十
一
巻
﹄

二
五
九
～
二
六
〇
頁

︵
57
︶
前
掲
﹃
鍋
島
直
正
公
伝
第
三
編
﹄

四
八
二
頁

︵
58
︶﹃
旧
藩
学
校
調

一
・
二
﹄
Ｓ
複
鍋
０
６
２

５
-１

二
頁

︵
59
︶
前
掲
﹃
旧
藩
学
校
調

一
・
二
﹄

四
六
頁

︵
60
︶
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
鍋
島
文
庫
︵
天
保
年
中
︶
御
記
録

Ｓ
複
鍋
０
２
２

２
１
４
-０
３

︵
61
︶
佐
賀
県
立
博
物
館
寄
託
﹁
金
武
良
哲
資
料
﹂

︵
62
︶
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
鍋
島
文
庫
︵
天
保
年
中
︶
御
記
録

Ｓ
複
鍋
０
２
２

２
１
４
-０
４

︵
63
︶
前
掲
﹃
旧
藩
学
校
調

一
・
二
﹄

四
八
頁

︵
64
︶
中
野
禮
四
郎
編
﹃
鍋
島
直
正
公
伝
第
四
編
﹄
一
九
二
〇
年
八
月

二
五
二
頁

︵
65
︶
前
掲
﹁
金
武
良
哲
資
料
﹂

︵
66
︶
前
掲
﹁
金
武
良
哲
資
料
﹂

︵
67
︶
前
掲
﹃
草
場
珮
川
日
記

下
巻
﹄

四
九
八
頁

︵
68
︶
伊
藤
昭
弘
﹃
古
文
書
に
見
る
鍋
島
直
正
の
藩
政
改
革
﹄

佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー

二
〇
一
五
年
三
月

三
八
頁

西 留 い ず み
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︵
69
︶
前
掲
﹃
伊
東
玄
朴
伝
﹄

門
人
姓
名
録

五
頁

︵
70
︶
佐
賀
医
学
史
研
究
会
編
﹃
佐
賀
医
人
伝
﹄
佐
賀
新
聞
社

二
〇
一
八
年

一
七
九
頁

︵
71
︶
前
掲
﹃
佐
賀
医
人
伝
﹄

一
八
〇
～
一
八
一
頁

︵
72
︶
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
鍋
島
文
庫
﹃
褒
賞
禄
︵
弘
化
三
年
︶﹄

Ｓ
複
鍋
２
５
５
-０
２
０

︵
73
︶
前
掲
﹁
金
武
良
哲
資
料
﹂

︵
74
︶
前
掲
﹃
鍋
島
直
正
公
伝
第
四
編
﹄

三
六
七
頁

︵
75
︶
前
掲
﹃
佐
賀
医
人
伝
﹄

九
七
～
九
八
頁

︵
76
︶
伊
藤
昭
弘
﹃
青
年
藩
主
鍋
島
直
正
︱
天
保
期
の
佐
賀
藩
﹄
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー

二
〇
二
〇
年
三
月

三
一
頁

︵
77
︶
生
馬
寛
信
﹁
佐
賀
藩
に
お
け
る
天
保
～
明
治
初
年
の
学
政
改
革
﹂
長
野
暹
編
﹃
西
南
諸
藩
と
廃

藩
置
県
﹄
九
州
大
学
出
版
会

一
九
九
七
年
二
月

一
五
二
頁

︵
78
︶
前
掲
﹃
青
年
藩
主
鍋
島
直
正
︱
天
保
期
の
佐
賀
藩
﹄

四
三
～
四
四
頁

︵
79
︶
前
掲
﹃
青
年
藩
主
鍋
島
直
正
︱
天
保
期
の
佐
賀
藩
﹄

四
四
頁

︵
80
︶
前
掲
﹃
青
年
藩
主
鍋
島
直
正
︱
天
保
期
の
佐
賀
藩
﹄

四
五
頁

︵
81
︶
生
馬
寛
信
﹁
維
新
前
夜
・
佐
賀
藩
の
学
校
改
革
﹂
前
掲
﹃
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
﹁
学
校
﹂
の

組
織
化
﹄

三
四
五
頁

︵
82
︶
前
掲
﹁
維
新
前
夜
・
佐
賀
藩
の
学
校
改
革
﹂

三
四
一
～
三
四
二
頁

︵
83
︶
前
掲
﹃
佐
賀
県
近
世
史
料

第
八
編
第
四
巻
﹄

一
〇
三
頁

︵
84
︶
前
掲
﹃
古
文
書
に
見
る
鍋
島
直
正
の
藩
政
改
革
﹄

三
〇
頁

︵
85
︶
金
武
良
哲
に
つ
い
て
は
拙
稿
﹁
近
世
後
期
佐
賀
藩
蘭
学
者
﹁
金
武
良
哲
資
料
﹂
の
史
料
学
的
研

究
﹂﹃
史
学
研
究
集
録

第
42
号
﹄
国
學
院
大
學
大
学
院
史
学
専
攻
大
学
院
会

二
〇
一
八
年
三

月

に
詳
し
い
︒

︵
86
︶
前
掲
﹃
青
年
藩
主
鍋
島
直
正
︱
天
保
期
の
佐
賀
藩
﹄

一
五
頁

︵
87
︶
前
掲
﹃
鍋
島
直
正
公
伝
第
三
編
﹄

一
六
九
～
一
七
〇
頁

佐賀藩蘭学寮・医学寮の創設及び変遷の再検討

西 留 い ず み
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